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昭
和
五
十
六
年
度
採
用
の
市
職
員

を
次
の
要
綱
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

★
職
種
と
募
集
人
員

○
初
級
一
般
事
務
（
男
子
若
干
名
）

…
調
査
、
徴
税
、
対
外
折
衡
等
の
事
務

○
中
級
土
木
（
男
子
若
干
名
）
…
建

設
、
下
水
道
、
農
林
、
水
道
部
門
等

で
専
門
技
術
の
業
務
。

○
上
級
電
気
（
男
子
若
干
名
）
…
電

気
施
設
設
備
の
運
転
操
作
、
保
守
管

理
の
業
務
。

○
上
級
機
械
（
男
子
若
干
名
）
…
下

水
道
施
設
設
備
等
、
機
械
の
運
転
操

作
、
保
守
管
理
の
業
務
。

○
上
級
一
般
事
務
（
男
子
若
干
名
）

…
調
査
、
徴
税
、
対
外
折
衡
等
の
事

務
．

★
資
格

○
初
級
一
般
事
務
…
…
高
等
学
校
及

び
高
等
専
門
学
校
の
卒
業
者
（
明
年

三
月
卒
業
見
込
者
含
）
で
昭
和
三
十

四
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

○
中
級
土
木
…
大
学
、
短
大
、
高
等

専
門
学
校
の
土
木
系
専
門
課
程
の
卒

業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
含
）

で
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
．

○
上
級
電
気
…
大
学
の
電
気
系
専
門

課
程
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込

者
含
）
で
昭
和
三
十
一
年
四
月
二
日

以
偉
に
生
ま
れ
た
人
。

○
上
級
機
械
…
大
学
の
機
械
系
専
門

課
程
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見

込
者
含
）
で
昭
和
三
＋
一
年
四
月
一
、

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

○
上
級
一
般
事
務
－
・
大
学
の
卒
業
者

（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
含
）
で
昭

和
三
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
。

★
試
験
期
日
　
ω
第
一
次
試
験
…
十

月
十
八
日
出
　
個
第
二
次
試
験
－
・
十

一
月
初
旬
に

★
申
込
書
及
び
受
験
案
内
の
請
求
そ

の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
　
十
日
町
市

役
所
総
務
部
総
務
課
（
E
七
f
∵
．
一

二
番
内
線
二
三
三
）
へ
．

★
受
付
期
間
　
九
月
二
十
二
日
か
ら

十
月
五
日
ま
で
（
郵
送
の
申
込
み
は

十
月
五
日
消
印
有
効
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

▼
南
雲
準
】
（
関
根
）
一
万
円
　
▼

村
昌
サ
ン
ク
リ
ー
ン
（
新
宮
）
一
万

円
▼
関
口
四
郎
（
昭
和
町
）
五
千

円
　
▼
群
馬
県
人
会
　
五
千
円
　
▼

内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
春
川

（
新
座
）
五
千
円

交
通
安
全
へ

▼
十
日
町
青
年
会
議
所
お
よ
び
ボ
ー

　
噺
　
備
　
ワ
　
　
　
　
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
館

　
　
　
　
奨

　
　
　
　
奔

　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
ボ

　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
戸
◎
、
△
〆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
気

　
　
　
　
　
　
　
　
乃
／
ノ

　
　
　
　
　
　
　
藻

　
　
　
⑥

に
魍
晃
家

　　　　　～鯖の香り揚げ（中華料理）～

　秋び）味覚、鯖を使った料理をご紹介します，・副食用とi、て、

サラゲや野菜料理などとと｛、に食べると、いっそう風味4）増し．

ます。

　■材料と分量（4人前）　　　　■作り方■作り方
〔1）鯖は内臓、頭を除き、よ

く水洗いして3枚におろす。

（2）毛抜きで小骨を抜きとり

刺身くらいσ）大きさにそぎ

切りをする．

（3）（2）を肴）け汁に15～20分’）

1す、，臭1味？肖しと下貝未つ1ナを

する。

〔4）片栗粉をまぶしながら、

170℃油てカラッと揚げる。

15）たれの材料にしょうがの

｛切りをまぜ、揚げた鯖を
煮からめる。

にの時、鍋をゆすりなが

らからめると煮《ずれ1、な
い。ナ

i篇 遣＋毒羨
●っけ汁

　しょう油　　大さじ1

　7酉，　　　i大さじ1
しょうが汁i小さじ1

　　　　　ヒ●片栗粉　　i適当に

●揚げ油　　1　〃

●たれ　1
砂糖　1大さじ1．5
　しょうゆ阪さじ1．5

酒　　　　大さじ1．5
　ごま油　　1大さじ1，5
●生姜千切り1大さじ　1

◎
住
民
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）
日
程

10

月
3
日
働

10

月
2
日
㈱

10

月
1
日
困

9
月
3
0
日
㈹

9
月
2
9
日
（
月）

9
月
2
6
日
囲

9
月
2
5
日
困

9
月
2
4
日
困

9
月
2
2
日
（
月）

9
月
1
9
日
囲

9
月
1
8
日
困

期
日

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

午
～
前
9
午
時
後30
3分

時

検
診
時
問

〃 〃

川
治
公
民
館

〃

中
条
公
民
館

〃 〃

十
日
町
市
民
会
館

鐙
島
小
学
校

〃

十
日
町
市
民
会
館

会
場
名

〃

川
治
地
区

条背

新戸

’峠

太’

子梅
堂沢
、　　、

中北

条原

八’

幡塚
’田

上’

原中

　旭下
　ケ町
田’丘’

　’中
　中条
　町旭

　町
　中
　条
　島
　、
　上
　町
　、

〃 〃

十
日
町
地
区

南
鐙
璽
北
鐙
坂
囹
2
局
島
（
全）

〃

十
日
町
地
区

対
象
地
区

　　●片栗粉をつけ、すぐに揚けること．

　　●鯖の頭、骨はさっと熱湯で湯がき、水から出し昆布

回
　　　（人れなくともよい）とともに煮て出し汁をとる。

　　一一生臭味がこもるび）で、フタをしないで煮ること．

　　●野菜を入れ、味噌仕たてにする．最後にレモンか酢

　　少々おとし、臭味を消す。酒少々を入れるとなおさら
　　味4，出る。

　　　　　　　　　　（駅通り　酒井　　環）

，
ー
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
㎜
団
　
十
万

千
五
百
∵
一
十
九
円
　
▼
十
日
町
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
五
万
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

▼
九
月
十
六
日
図
　
午
後
一
時
～
午

後
四
時
ま
で
　
本
町
六
の
一
、
上
川

町
、
本
町
七
の
一
、
田
中
町
本
通
り

，
…
◆
；
3
2
…
2
…

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
下
さ
い
．

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
月
の
納
税
…

の
各
一
部
▼
九
月
十
八
日
困
正

午
～
午
後
五
時
ま
で
　
高
島
第
一
・

第
二
　
▼
九
月
十
九
日
働
　
午
前
八

時
～
午
後
一
時
ま
で
　
鉢
、
中
手
、

中
平
、
名
ケ
山
　
▼
九
月
二
十
二
日

側
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時
半
ま
で

高
田
町
三
西
、
高
田
町
四
、
春
日
町

一
、
稲
荷
町
四
、
島
の
各
一
部
、
千

　
　
　
／
！

　
　
　
・
／
／
％

　
0
～
／
　
鱗

　
　
　
も
さ

ぺ、
　
　
　
　
命

　
「
／

　
　
／嶺

／／

　σ

／　
／

ノ

蓑
辮

　　／
　．／

／

／簿

磁
くる．

：）

　o

雲
嚢

e
“
．
z
倉
ヨ

　
　
　
　
　
〃
ぢ

　
　
　
　
　
　
ヨ
ノ

　
　
多

／

Z

徽

代
田
町
　
▼
九
月
二
十
九
日
㈲
　
午

後
一
時
～
午
後
四
時
ま
で
　
本
町
六

の
㎜
、
本
町
六
の
二
、
稲
荷
町
一
、

田
中
町
本
通
り
の
各
一
部
、
本
町
四
、

本
町
五

　
　
　
　
　
　
　
、
・

づ
ヒ
が
2
　
轟

O
少
年
の
主
張
大
会
で
吉
田
中
二
年

の
島
田
和
美
さ
ん
が
、
現
在
の
農
業

問
題
を
テ
ー
マ
に
発
表
し
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
五
十
三
年
の
国

民
一
人
あ
た
り
の
米
消
費
量
は
八
十

一
鴛
で
す
。
昭
和
二
十
年
の
最
も
物

資
が
欠
乏
し
た
時
の
配
給
米
で
す
ら

年
間
百
十
五
鴛
（
一
日
二
合
］
勺
）
割

り
当
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。
一
人

が
一
日
、
ご
飯
を
も
う
一
杯
食
べ
た

ら
、
六
百
万
ト
ン
の
余
剰
米
は
な
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
。

・
（
固
定
資
産
税
第
三
期
Y

・
納
期
限
九
月
三
十
日
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雪
と
の
た
た
か
い
旦
雪

　
十
月
一
日
に
行
わ
れ
た
「
市
民
と
語
る
日
」
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
「
雪
の
克
服
と
利
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
L
た
。

　
豪
雪
地
で
あ
る
当
市
に
と
っ
て
、
雪
の
克
服
は
大
き
な
課
題
で
す
が
、

こ
の
日
は
、
十
組
六
十
二
人
の
か
た
が
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ア
イ
デ

ア
や
具
体
的
な
方
法
な
ど
、
生
活
す
る
上
で
の
雪
に
関
す
る
問
題
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
屋
根
雪
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
の
話
題
が
多
ぐ
、
今
後
、
行
政

が
取
り
組
ん
で
ゆ
く
上
で
貴
重
な
提
言
と
し
て
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
伽

鰭
も
の
も
あ
り
ま
し
た
墾
以
天
今
回
の
お
も
な
内
容
を
紹
介
し
ま
　 　

　
「
雪
を
雪
害
と
し
て
認
識
す
る
と

き
、
道
路
の
除
雪
な
ど
の
問
題
は
、

測
溝
（
流
雪
溝
）
の
整
備
や
機
械
力

の
増
強
な
ど
に
よ
り
、
解
決
の
方
法

は
実
際
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
屋
根
雪
の
処
理
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
方
法
が
な
い
。
そ
う
し
た
意

味
で
、
雪
害
の
約
七
十
新
は
、
屋
根

雪
の
処
理
に
あ
る
と
も
云
う
こ
と
が

で
き
る
」
　
　
市
長
。

　
こ
う
し
た
屋
根
雪
の
処
理
方
法
の

問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
十
日
町
市
に
生
ま
れ
、

現
在
は
神
奈
川
県
葉
山
に
住
む
、
阿

部
恵
一
さ
ん
の
”
自
然
滑
雪
屋
根
”
。

　
「
自
然
の
猛
威
に
対
し
て
は
、
自

然
の
力
で
…
…
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
か
ら
発
案
し
た
も
の
で
、
片
屋

根
が
雪
の
重
量
が
、
あ
る
程
度
の
重

量
に
達
し
な
け
れ
ば
滑
ら
な
い
の
と

は
違
か
、
こ
の
方
法
は
、
屋
根
の
表

面
に
特
種
な
樹
脂
を
貼
り
つ
け
、
雪

が
少
な
い
う
ち
に
滑
り
お
と
す
と
い

う
方
法
で
す
。
す
で
に
実
用
化
も
さ

れ
て
い
る
の
で
、
行
政
介
入
を
し
て

啓
蒙
す
る
の
は
ど
う
か
」

　
こ
れ
に
対
し
市
長
は
、
　
「
す
で
に

実
用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

二
重
投
資
的
に
行
政
介
入
す
る
も
の

で
は
な
い
と
思
う
が
、
市
民
の
利
便

願
い

性
の
た
め
の
補
助
金
あ
る
い
は
融
資

な
ど
制
度
事
業
と
し
て
考
え
、
研
究

し
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
る
。
」
、

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
柳
雄
一
さ
ん
（
川

西
町
）
の
”
柳
式
融
雪
屋
根
”
。

　
「
こ
の
地
方
の
住
宅
の
形
態
は
、

歴
史
的
に
は
京
都
の
町
家
の
流
れ
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
雪
国
に
は
雪

国
の
住
ま
い
が
あ
っ
て
良
い
の
で
は

な
い
か
、
ま
た
自
分
の
家
の
屋
根
雪

は
自
分
で
始
末
す
る
の
が
建
前
と
い

う
考
え
か
ら
創
り
出
し
た
の
が
こ
の

〃
柳
式
融
雪
屋
根
〃
で
す
。
」
こ
れ

は
、
建
築
物
の
余
熱
を
利
用
（
特
別

の
熱
源
は
不
必
要
）
し
て
屋
根
雪
を

融
か
し
、
雪
と
融
水
を
分
離
し
、
そ

の
融
水
を
凍
結
さ
せ
ず
に
地
上
に
導

く
工
法
で
、
す
で
に
今
年
の
冬
に
は

自
分
の
家
に
採
用
し
、
最
大
積
雪
量

が
、
最
高
で
も
九
十
穂
．
だ
っ
た
こ
と

を
実
証
済
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
加
え

「
こ
の
方
法
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
雪
国
の
生
活
が

よ
り
快
適
な
も
の
に
な
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
る
。
」

　
こ
れ
に
つ
い
て
市
長
は
ー

「
発
想
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
し
、
コ
ス
ト

も
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
例
え
ば
商
店
街
・
ア
ー
ヶ
ー
ド

に
利
用
し
た
場
合
な
ど
、
行
政
的
に

非
常
に
関
心
の
あ
る
方
式
に
思
う
。

た
だ
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
が
問
題
だ

と
思
う
が
、
実
証
済
と
い
う
こ
と
で

あ
る
し
、
今
後
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
」

　
北
鐙
坂
の
太
田
玄
さ
ん
は
、
屋
根

雪
の
処
理
と
流
雪
溝
に
つ
い
て
ー

「
石
油
を
使
い
温
風
式
の
屋
根
雪
の

融
雪
を
考
え
、
協
力
者
を
探
し
な
が

ら
二
年
間
研
究
し
て
来
た
が
、
コ
ス

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
監
視
体

制
を
強
化
し
て
良
い
の
で
は
ー
。
」

　
市
長
「
地
下
水
利
用
の
適
正
化
は

現
在
行
政
の
重
要
課
題
で
も
あ
り
ご

指
適
の
件
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
を

し
て
ゆ
き
た
い
。
」

　
初
め
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
“
市

民
と
語
る
日
”
で
し
た
が
、
雪
の
克

雪
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
提
言
な
ど

は
数
多
く
あ
っ
た
反
面
、
雪
利
用
と

い
つ
課
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
知
恵
を
聞
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
“
雪
”
に
つ
い

て
の
問
題
は
、
　
「
克
雪
」
と
い
う
こ

と
が
ま
ず
第
一
と
い
う
結
果
が
、
こ

う
し
た
中
に
も
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
“
市
民
と
語

る
日
”
は
こ
れ
か
ら
も
計
画
し
て
ゆ

く
予
定
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
、
行

政
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
が
一
体
化
し

た
も
の
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
よ
り
充
実
し

た
も
の
を
今
後
計
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
と
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
¶
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
十
月
二
十
日
か
ら
十
月
二
十
七
日

ま
で
の
八
日
間
、
市
長
が
イ
タ
リ
ア

コ
モ
市
へ
親
善
訪
問
に
よ
る
海
外
出

張
の
た
め
、
こ
の
期
問
中
は
、
市
長

の
職
務
を
助
役
が
代
理
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヨ
　
　
ヨ
　
ヨ
　
き
じ
ロ
ロ

ー
－
高
文
完
全
漢
成
果
を
見
鑑
請
雛
繕
灘
懸
欝
穂
難
雛
譲
灘
雛
懇

る
こ
と
も
で
き
な
カ
っ
た
。
ま
た
流

雪
溝
に
つ
い
て
・
現
在
の
流
雪
溝
の
　
　
”
消
防
ポ
ン
プ
車
〃
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

機
能
を
拡
大
す
る
た
め
、
蓋
の
安
全

性
を
考
慮
し
た
う
え
で
道
路
下
に
、

も
っ
と
幅
広
い
も
の
を
作
っ
て
は
ど

う
か
」

　
　
　
市
長
「
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、

現
在
考
え
て
い
る
流
雪
溝
整
備
計
画

の
中
で
考
え
る
が
、
形
態
と
費
用
の

問
題
に
な
る
の
で
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
」

　
高
田
町
三
丁
目
の
阿
部
徳
司
さ
ん

は
、
　
「
地
下
水
の
規
制
に
つ
い
て
、

消
雪
パ
イ
プ
の
出
水
量
を
見
る
と
、

中
に
は
一
屑
位
も
の
高
さ
に
出
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
十
五
柚
．
位
で
も

十
分
な
の
だ
か
ら
、
地
下
水
が
有
限

　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
）

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
　
　
こ
の
消
防
ポ
ン
プ
車
は
「
火
災
保
険

は
、
全
国
各
地
の
消
防
署
に
”
消
防
　
　
・
号
十
β
町
市
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
自
動
車
”
等
の
寄
贈
を
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
当
市
に
は
三

台
目
（
昭
和
三
十
六
年
、
四
十
六
年

に
次
い
で
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
消
防
車
は
、
特
徴
と
し
て
空

気
泡
源
液
二
十
認
入
五
個
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
既
設
の
化
学
消
防
車
の

機
能
に
類
似
し
、
消
火
活
動
の
大
き

な
戦
力
に
な
る
と
関
係
者
は
喜
ん
で

い
ま
す
。

　
十
月
五
日
に
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
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餐
溜

身
に
つ
け
た
習
慣
や
知
識
が
急
場
を
救
う

　
九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
早
朝
関
東
地
方
を
中
心
に
か
な
り
大
き

な
地
震
が
あ
り
、
眠
り
を
破
ら
れ
た
か
た
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
大
地
震
の
前
兆
で
は
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
い
つ
襲
っ
て
く
る

か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
そ
な
え
、
火
元
の
管
理
や
避
難
方
法
を
検
討
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ふ
だ
ん
か
ら
身
に
つ
け
た
習
慣
や
知
識
が
、
あ
な
た
の

急
場
を
救
っ
て
く
れ
る
の
で
す
か
ら
。

テレビによる

　防災キャンペーン

螺欝ご存じですか？

　　　　　一防災ミニ百科一
10月17日（金）　10：25～10：30

　　「地震の予知」

10月24日囲　　10二25～10二30

　　〔群発地震について」

馨癖疑のときあなたは？

　　　一一くらしの中の防災一
10月19日（日）　7：25～7：30

　地震と警戒宣言

　　　　　家庭での心得10か条

10月26日（日）7：25～7：30

　地震と自主防災

　
　
何
の
前
ぶ
れ
も
な
し

　
に
、
突
然
グ
ラ
グ
ラ
と

　
大
地
が
揺
れ
た
ら
、
み

　
ん
な
肝
を
つ
ぶ
し
、
理

　
性
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

　
す
。
で
も
、
い
ざ
と
い

4
　
う
と
き
の
た
め
、
平
素

　
か
ら
心
が
け
、
準
備
を

　
し
て
い
た
ら
す
ぐ
に
立

　
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る

　
は
ず
で
す
。
さ
あ
、
も

　
う
一
度
、
地
震
の
準
備

　
　
　
　
を
し
て
お
義
ま

　
　
　
　
し
よ
う
。

全安の身がわずま
　
※
　
地
震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
我

が
身
の
安
全
。
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
、

机
な
ど
の
下
に
身
を
か
く
し
、
し
ば

ら
く
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
。

．
、
、
蝶
謹
騰
鍵
響
灘

墜
灘
．
．
饗

の
欝
藩
、
蟄
鵬
膿
膨
灘
易
欝

火
轍
、
　
．
●
認

く
、
．
　
　
　
鎖
　
，
●
撫

雄織

灘

　
※
大
地
震
で
一
番
恐
ろ
し
い
の
は

火
災
。
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
し
、

万
一
出
火
し
た
ら
、
隣
近
所
に
声
を

か
け
あ
い
、
初
期
に
火
を
消
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

火が出たらまず消火

、
難
．
纏
・
讐

穆態下　
　
　
　
　
　
ド
　

剣璽魅ハ

　
　
　
　
　
＼
｝
均
　
〆

　
　
　
γ
　
　
亀

　
　
　
π
ー
　
　
　
ノ

あ
わ
て
て
戸
外
に

　
と
び
だ
す
な

壁
一

黎
願
＠
し
畿
ず
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
衛
生
施
設
組
合
－

　
例
年
、
十
一
・
十
二
月
は
、
し
尿
の
く
み
と
り
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
十
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
十
月
に
一
回
、
，
雪
降
り
前
に
も
う
一
回
お
願
い
し

た
い
の
で
す
が
（
8
二
－
三
九
二
四
番
）

狭い路地、へいぎわ、川べり

は危険
　
※
普
段
か
ら
避
難
路
を
決
め
て
お

き
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
が
け
下
な
ど
を

さ
け
て
避
難
し
、
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ

れ
ず
に
、
市
、
消
防
、
警
察
な
ど
の

指
示
で
、
落
着
い
た
行
動
を
と
ろ
う
。

な噺つ迷に
　
マ余震を恐れず。デ

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

　
　
は
鎖
で
固
定
し
て

家
具　　ふだんから危険防止を
や
ケ・撫ミh・、f．購醸．、’、1、、・二逗1罵・㌃嚢ぎ・

』塞矯，，繋調縣慧謝

　
　
1
！
　
　
！

、
　
　
　
皿

乙
彦奪
諒
一

ヒートン
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雪
と
の
た
た
か
い
旦
雪

　
十
月
一
日
に
行
わ
れ
た
「
市
民
と
語
る
日
」
は
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
「
雪
の
克
服
と
利
用
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
L
た
。

　
豪
雪
地
で
あ
る
当
市
に
と
っ
て
、
雪
の
克
服
は
大
き
な
課
題
で
す
が
、

こ
の
日
は
、
十
組
六
十
二
人
の
か
た
が
雪
を
克
服
す
る
た
め
に
、
ア
イ
デ

ア
や
具
体
的
な
方
法
な
ど
、
生
活
す
る
上
で
の
雪
に
関
す
る
問
題
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
屋
根
雪
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
の
話
題
が
多
ぐ
、
今
後
、
行
政

が
取
り
組
ん
で
ゆ
く
上
で
貴
重
な
提
言
と
し
て
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
伽

鰭
も
の
も
あ
り
ま
し
た
墾
以
天
今
回
の
お
も
な
内
容
を
紹
介
し
ま
　 　

　
「
雪
を
雪
害
と
し
て
認
識
す
る
と

き
、
道
路
の
除
雪
な
ど
の
問
題
は
、

測
溝
（
流
雪
溝
）
の
整
備
や
機
械
力

の
増
強
な
ど
に
よ
り
、
解
決
の
方
法

は
実
際
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
屋
根
雪
の
処
理
に
つ
い
て
は
具

体
的
な
方
法
が
な
い
。
そ
う
し
た
意

味
で
、
雪
害
の
約
七
十
新
は
、
屋
根

雪
の
処
理
に
あ
る
と
も
云
う
こ
と
が

で
き
る
」
　
　
市
長
。

　
こ
う
し
た
屋
根
雪
の
処
理
方
法
の

問
題
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
提
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ひ
と
つ
は
、
十
日
町
市
に
生
ま
れ
、

現
在
は
神
奈
川
県
葉
山
に
住
む
、
阿

部
恵
一
さ
ん
の
”
自
然
滑
雪
屋
根
”
。

　
「
自
然
の
猛
威
に
対
し
て
は
、
自

然
の
力
で
…
…
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
か
ら
発
案
し
た
も
の
で
、
片
屋

根
が
雪
の
重
量
が
、
あ
る
程
度
の
重

量
に
達
し
な
け
れ
ば
滑
ら
な
い
の
と

は
違
か
、
こ
の
方
法
は
、
屋
根
の
表

面
に
特
種
な
樹
脂
を
貼
り
つ
け
、
雪

が
少
な
い
う
ち
に
滑
り
お
と
す
と
い

う
方
法
で
す
。
す
で
に
実
用
化
も
さ

れ
て
い
る
の
で
、
行
政
介
入
を
し
て

啓
蒙
す
る
の
は
ど
う
か
」

　
こ
れ
に
対
し
市
長
は
、
　
「
す
で
に

実
用
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

二
重
投
資
的
に
行
政
介
入
す
る
も
の

で
は
な
い
と
思
う
が
、
市
民
の
利
便

願
い

性
の
た
め
の
補
助
金
あ
る
い
は
融
資

な
ど
制
度
事
業
と
し
て
考
え
、
研
究

し
て
ゆ
く
も
の
と
考
え
る
。
」
、

　
も
う
ひ
と
つ
は
、
柳
雄
一
さ
ん
（
川

西
町
）
の
”
柳
式
融
雪
屋
根
”
。

　
「
こ
の
地
方
の
住
宅
の
形
態
は
、

歴
史
的
に
は
京
都
の
町
家
の
流
れ
が

あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
雪
国
に
は
雪

国
の
住
ま
い
が
あ
っ
て
良
い
の
で
は

な
い
か
、
ま
た
自
分
の
家
の
屋
根
雪

は
自
分
で
始
末
す
る
の
が
建
前
と
い

う
考
え
か
ら
創
り
出
し
た
の
が
こ
の

〃
柳
式
融
雪
屋
根
〃
で
す
。
」
こ
れ

は
、
建
築
物
の
余
熱
を
利
用
（
特
別

の
熱
源
は
不
必
要
）
し
て
屋
根
雪
を

融
か
し
、
雪
と
融
水
を
分
離
し
、
そ

の
融
水
を
凍
結
さ
せ
ず
に
地
上
に
導

く
工
法
で
、
す
で
に
今
年
の
冬
に
は

自
分
の
家
に
採
用
し
、
最
大
積
雪
量

が
、
最
高
で
も
九
十
穂
．
だ
っ
た
こ
と

を
実
証
済
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
加
え

「
こ
の
方
法
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
雪
国
の
生
活
が

よ
り
快
適
な
も
の
に
な
れ
ば
良
い
と

考
え
て
い
る
。
」

　
こ
れ
に
つ
い
て
市
長
は
ー

「
発
想
も
ユ
ニ
ー
ク
だ
し
、
コ
ス
ト

も
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
例
え
ば
商
店
街
・
ア
ー
ヶ
ー
ド

に
利
用
し
た
場
合
な
ど
、
行
政
的
に

非
常
に
関
心
の
あ
る
方
式
に
思
う
。

た
だ
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
が
問
題
だ

と
思
う
が
、
実
証
済
と
い
う
こ
と
で

あ
る
し
、
今
後
研
究
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。
」

　
北
鐙
坂
の
太
田
玄
さ
ん
は
、
屋
根

雪
の
処
理
と
流
雪
溝
に
つ
い
て
ー

「
石
油
を
使
い
温
風
式
の
屋
根
雪
の

融
雪
を
考
え
、
協
力
者
を
探
し
な
が

ら
二
年
間
研
究
し
て
来
た
が
、
コ
ス

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
監
視
体

制
を
強
化
し
て
良
い
の
で
は
ー
。
」

　
市
長
「
地
下
水
利
用
の
適
正
化
は

現
在
行
政
の
重
要
課
題
で
も
あ
り
ご

指
適
の
件
に
つ
い
て
は
十
分
検
討
を

し
て
ゆ
き
た
い
。
」

　
初
め
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
“
市

民
と
語
る
日
”
で
し
た
が
、
雪
の
克

雪
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
提
言
な
ど

は
数
多
く
あ
っ
た
反
面
、
雪
利
用
と

い
つ
課
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
知
恵
を
聞
く
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
　
“
雪
”
に
つ
い

て
の
問
題
は
、
　
「
克
雪
」
と
い
う
こ

と
が
ま
ず
第
一
と
い
う
結
果
が
、
こ

う
し
た
中
に
も
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
“
市
民
と
語

る
日
”
は
こ
れ
か
ら
も
計
画
し
て
ゆ

く
予
定
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
、
行

政
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
が
一
体
化
し

た
も
の
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
故
に
よ
り
充
実
し

た
も
の
を
今
後
計
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
と
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
¶
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
十
月
二
十
日
か
ら
十
月
二
十
七
日

ま
で
の
八
日
間
、
市
長
が
イ
タ
リ
ア

コ
モ
市
へ
親
善
訪
問
に
よ
る
海
外
出

張
の
た
め
、
こ
の
期
問
中
は
、
市
長

の
職
務
を
助
役
が
代
理
し
ま
す
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヨ
　
　
ヨ
　
ヨ
　
き
じ
ロ
ロ

ー
－
高
文
完
全
漢
成
果
を
見
鑑
請
雛
繕
灘
懸
欝
穂
難
雛
譲
灘
雛
懇

る
こ
と
も
で
き
な
カ
っ
た
。
ま
た
流

雪
溝
に
つ
い
て
・
現
在
の
流
雪
溝
の
　
　
”
消
防
ポ
ン
プ
車
〃
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

機
能
を
拡
大
す
る
た
め
、
蓋
の
安
全

性
を
考
慮
し
た
う
え
で
道
路
下
に
、

も
っ
と
幅
広
い
も
の
を
作
っ
て
は
ど

う
か
」

　
　
　
市
長
「
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、

現
在
考
え
て
い
る
流
雪
溝
整
備
計
画

の
中
で
考
え
る
が
、
形
態
と
費
用
の

問
題
に
な
る
の
で
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
」

　
高
田
町
三
丁
目
の
阿
部
徳
司
さ
ん

は
、
　
「
地
下
水
の
規
制
に
つ
い
て
、

消
雪
パ
イ
プ
の
出
水
量
を
見
る
と
、

中
に
は
一
屑
位
も
の
高
さ
に
出
し
て

い
る
も
の
も
あ
り
、
十
五
柚
．
位
で
も

十
分
な
の
だ
か
ら
、
地
下
水
が
有
限

　
　
　
　
　
　
　
（
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
）

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
　
　
こ
の
消
防
ポ
ン
プ
車
は
「
火
災
保
険

は
、
全
国
各
地
の
消
防
署
に
”
消
防
　
　
・
号
十
β
町
市
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
自
動
車
”
等
の
寄
贈
を
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
当
市
に
は
三

台
目
（
昭
和
三
十
六
年
、
四
十
六
年

に
次
い
で
）
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
消
防
車
は
、
特
徴
と
し
て
空

気
泡
源
液
二
十
認
入
五
個
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
既
設
の
化
学
消
防
車
の

機
能
に
類
似
し
、
消
火
活
動
の
大
き

な
戦
力
に
な
る
と
関
係
者
は
喜
ん
で

い
ま
す
。

　
十
月
五
日
に
寄
贈
式
が
行
わ
れ
、
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餐
溜

身
に
つ
け
た
習
慣
や
知
識
が
急
場
を
救
う

　
九
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
早
朝
関
東
地
方
を
中
心
に
か
な
り
大
き

な
地
震
が
あ
り
、
眠
り
を
破
ら
れ
た
か
た
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
大
地
震
の
前
兆
で
は
な
い
と
言
い
ま
す
が
、
い
つ
襲
っ
て
く
る

か
わ
か
ら
な
い
地
震
に
そ
な
え
、
火
元
の
管
理
や
避
難
方
法
を
検
討
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ふ
だ
ん
か
ら
身
に
つ
け
た
習
慣
や
知
識
が
、
あ
な
た
の

急
場
を
救
っ
て
く
れ
る
の
で
す
か
ら
。

テレビによる

　防災キャンペーン

螺欝ご存じですか？

　　　　　一防災ミニ百科一
10月17日（金）　10：25～10：30

　　「地震の予知」

10月24日囲　　10二25～10二30

　　〔群発地震について」

馨癖疑のときあなたは？

　　　一一くらしの中の防災一
10月19日（日）　7：25～7：30

　地震と警戒宣言

　　　　　家庭での心得10か条

10月26日（日）7：25～7：30

　地震と自主防災

　
　
何
の
前
ぶ
れ
も
な
し

　
に
、
突
然
グ
ラ
グ
ラ
と

　
大
地
が
揺
れ
た
ら
、
み

　
ん
な
肝
を
つ
ぶ
し
、
理

　
性
を
失
っ
て
し
ま
い
ま

　
す
。
で
も
、
い
ざ
と
い

4
　
う
と
き
の
た
め
、
平
素

　
か
ら
心
が
け
、
準
備
を

　
し
て
い
た
ら
す
ぐ
に
立

　
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る

　
は
ず
で
す
。
さ
あ
、
も

　
う
一
度
、
地
震
の
準
備

　
　
　
　
を
し
て
お
義
ま

　
　
　
　
し
よ
う
。

全安の身がわずま
　
※
　
地
震
が
起
き
た
ら
、
ま
ず
我

が
身
の
安
全
。
丈
夫
な
テ
ー
ブ
ル
、

机
な
ど
の
下
に
身
を
か
く
し
、
し
ば

ら
く
様
子
を
見
ま
し
ょ
う
。

．
、
、
蝶
謹
騰
鍵
響
灘

墜
灘
．
．
饗

の
欝
藩
、
蟄
鵬
膿
膨
灘
易
欝

火
轍
、
　
．
●
認

く
、
．
　
　
　
鎖
　
，
●
撫

雄織

灘

　
※
大
地
震
で
一
番
恐
ろ
し
い
の
は

火
災
。
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
し
、

万
一
出
火
し
た
ら
、
隣
近
所
に
声
を

か
け
あ
い
、
初
期
に
火
を
消
す
こ
と

が
大
切
で
す
。

火が出たらまず消火

、
難
．
纏
・
讐

穆態下　
　
　
　
　
　
ド
　

剣璽魅ハ

　
　
　
　
　
＼
｝
均
　
〆

　
　
　
γ
　
　
亀

　
　
　
π
ー
　
　
　
ノ

あ
わ
て
て
戸
外
に

　
と
び
だ
す
な

壁
一

黎
願
＠
し
畿
ず
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
衛
生
施
設
組
合
－

　
例
年
、
十
一
・
十
二
月
は
、
し
尿
の
く
み
と
り
が

大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
十
月
中
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
十
月
に
一
回
、
，
雪
降
り
前
に
も
う
一
回
お
願
い
し

た
い
の
で
す
が
（
8
二
－
三
九
二
四
番
）

狭い路地、へいぎわ、川べり

は危険
　
※
普
段
か
ら
避
難
路
を
決
め
て
お

き
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
が
け
下
な
ど
を

さ
け
て
避
難
し
、
デ
マ
に
ま
ど
わ
さ

れ
ず
に
、
市
、
消
防
、
警
察
な
ど
の

指
示
で
、
落
着
い
た
行
動
を
と
ろ
う
。

な噺つ迷に
　
マ余震を恐れず。デ

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ

　
　
は
鎖
で
固
定
し
て

家
具　　ふだんから危険防止を
や
ケ・撫ミh・、f．購醸．、’、1、、・二逗1罵・㌃嚢ぎ・

』塞矯，，繋調縣慧謝

　
　
1
！
　
　
！

、
　
　
　
皿

乙
彦奪
諒
一

ヒートン



O
博
％

（4）とおガ♂し」霊第3種郵便物認可）昭和55年10月10日

川
治
西
部
地
区
地
籍
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
仮
閲
覧
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
川
治
西
部
地
区
の
地
籍

調
査
（
国
土
調
査
）
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
細
部
測
量
（
｝

筆
調
査
）
が
、
よ
う
や
く
終
り
ま
し

た
。
関
係
の
皆
さ
ん
か
ら
、
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
関
係
の
地
主
の
皆
さ
ん
か
ら
、
調

査
結
果
を
た
し
か
め
て
い
た
だ
く
仮

閲
覧
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日 会　　　場 該　当　町　名

10月13日 川治集落センター 川治内後

14日 谷内丑集会所 川治谷内丑第1、第2

15日 北新田公民館 北新田第1（1組～3組）

16日 高山共栄会館
高山、美雪町、春日町、

錦町、島、住吉町

17日 北新田公民館 北新田第1（4組～6組）

20日 城之古公民館 城之古第1、第2、第3

21日 〃 東町、塚原町

22日 北新田公民館 北新田第2（1組～3組）

23日 〃
北新田第2（4組～5組）
　〃　第3（1組～2組）

24日 〃 北新田第3（3組～5組）

※時間はいずれも午後7時～9時半

　赤い羽根共同募金に
　　　　　　　　ご協．力を

　今年も10月1日から共同募金が始まりまし

た。昨年の募金運動も不況の続く中、市民の

皆さんの温かい善意とご協力により多大な成

果を上げることが出来ました。ここに厚くお

礼申し上げます．今年も市民の皆さんの善意

とご協力を賜わりますようお願いします．

　　　　　共同募金十日町市支会

　
な
お
、
都
合
に
よ
っ
て
、
左
表
の

日
程
で
仮
閲
覧
で
き
な
い
方
は
、
最

寄
り
の
会
場
か
、
市
役
所
で
行
う
仮

閲
覧
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
左
表

の
日
程
表
に
該
当
の
な
い
地
域
の
方

は
、
お
手
数
で
も
、
市
役
所
の
仮
閲

覧
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

市
役
所
仮
閲
覧
日
程

仮
閲
覧
期
間
　
十
月
六
日
～
二
十
七

日
（
日
曜
、
祭
日
、
土
曜
日
午
後
を

除
く
）

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

場
所
　
市
役
所
二
階
、
国
土
調
査
係

／
腰
ロ
ー
四
実
施

　
市
及
び
十
日
町
土
木
事
務
所
は
、

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
違

反
建
築
防
止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ

の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や
違

反
建
築
物
公
開
パ
ト
・
ー
ル
な
ど
を

行
い
ま
す
。

建
築
相
談
所
を
開
設

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
十
月
十
四
日
困
　
午
前
九
時

～
午
後
三
時
ま
で
．

と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
十

目
町
総
合
庁
舎
内
）

　
違
反
建
築
物

　
　
　
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
十
月
十
五
日
に

　
　
　
実
施
し
ま
す

　
道
路
標
識
は
、
道
路
の
安
全
、
快

適
、
円
滑
な
利
用
を
保
つ
た
め
重
要

な
安
全
施
設
で
す
。
　
”
学
校
幼
稚
園

等
あ
り
”
　
”
踏
切
あ
り
”
　
”
交
差
点

あ
り
”
な
ど
の
標
識
が
あ
っ
た
場
合

は
、
十
分
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
”
重
量
制
限
”
　
”
高
さ
制
限
”

等
の
規
制
標
識
は
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
国
、
県
、
市
町
村
道
の
道
路
管
理

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
道
路
の
状
況
に
応

じ
て
標
識
を
設
置
し
て
お
り
、
又
不

足
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
後
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
標
識
に
つ
い
て
、
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
下
記
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

－
．
縫
海
溢

障
害
年
金
は
？

響
㌧
墾
灘
諮
婆
嚇
漢
う
噛
灘

奮難

饗
鶯
灘
霧
菱
灘
、
織
轟
識
織
灘

驚
蟹
驚
蜜
灘
緯
蹴
簿
竃
で
騨
毒
蒲

鑑
馨
嘉
繁
気
講
聴
め
療
藤

籍
饗
灘
蜘
嚢
難
燦
糠
驚
擦
に
窯
給
き

燕
壕
輩
蕪
謹
灘
警
趣
曇
鑛
殊
峯
疲
必

嚢鶴

蕎
蝶
灘
勲
罐
被

篠
嬢
饗
驚
鞭
麟
嬬
簿
灘
曙
灘
艦
欝
噛
．

燕
灘
驚
舞
鱗
識
魂
騰
叢
毒
灘
義

嚢
饗
糠
欝
ゆ
襲
轟
磯
選
婁

灘
麗
擢
象
擁
欝
搬
饗
護
該
薮

灘
．
、
爆
雛
で
携
騰
灘

戯
叢
蕪
融
嫉
毒
鞭
盤
繋
欝
羅
羅
撰

’
聾

国
、
県
道
　
　
十
日
町
土
木
事
務
所

（
a
七
i
五
五
一
一
番
）

市
道
　
　
十
日
町
市
役
所
　
建
設
課

（
公
七
－
三
二
一
番
内
線
二
五
一
）

道
路
交
通
情
勢

　
　
　
調
査
を
実
施

　
本
年
度
は
、
全
国
一
斉
に
道
路
交

通
情
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
調
査
は
建
設
省
、
運
輸
省
及

び
県
が
実
施
す
る
も
の
で
す
．
調
査

の
方
法
は
、
対
象
の
車
を
抽
出
し
、

そ
の
所
有
者
に
対
し
て
十
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
問
に
調
査

員
が
直
接
家
庭
に
伺
い
、
自
動
車
を

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か
、
出

発
地
、
目
的
地
、
運
行
の
目
的
等
に

詩
パ
⑯

　
麟
が
騰
初
め
て
選
翫
駄
か
か
っ
た
織

』
か
戯
工
年
六
ヵ
月
欝
で
あ
っ
て
勤
飼

　
げ
観
撃
盈
禰
警
等
級
表
」
の
｝
級
叉
醤

・
濃
騨
綴
に
該
嚢
し
で
い
る
こ
と
。
、
、
．
〆

勧
初
薯
羅
袋
彦
た
轟
講

鱗
腰
も
募
葎
に
該
薮
馬
蓑
・

梅
脚
儀
饗
叢
．
・
．
，
蒙

　
欝
嶺
磯
選
轄
懲
華
調
蓮
傑
険
料
を
轡

．
襟
碧
蕊
る
禮
で
ゑ
か
ダ

　
潔
灘
の
塾
的
年
金
み
蒲
入
期
駕
と
麟

　
疑
錐
金
藻
険
料
を
廼
め
て
い
る
粥
驚
一

　
緯
な
φ
で
い
る
こ
と
ゆ

』
誤
㈹
叢
鍍
の
薫
年
腿
鱗
欝
優
簾
嚢
傑

　
撫
麟
董
納
め
て
称
養
か
．
免
除
を
葵
・

塗
轍
驚
犠
葛
叢
と
穐

つ
い
て
調
査
し
ま
す
．

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
道
路
整
備

を
進
め
て
い
く
う
え
の
基
礎
資
料
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
十
月
十
一
日
～
二
十
日

　
　
　
全
国
防
犯
運
動

　
　
　
十
月
十
一
日
国
か
ら
二
十
日
側
ま
、

　
　
で
の
十
日
間
「
侵
入
盗
の
防
止
」
を

　
　
重
点
に
、
全
国
防
犯
運
動
が
行
わ
れ

　
　
ま
す
。

　
　
期
間
中
に
は
、
】
般
住
宅
の
防
犯

　
診
断
、
乗
り
物
盗
の
防
犯
診
断
、
民

　
警
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
等
が
行
わ
れ
ま

　
　
す
。

　
　
地
域
の
み
な
さ
ん
が
心
を
ろ
な
ぎ

　
　
手
を
つ
な
い
で
、
犯
罪
や
事
故
の
な

　
　
い
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

　
　
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

論
難
縫
繍

　
　
で
す
か
。
　
　
♪
・
・
．
り
．
戴
。
．
　
難
魑

藪
．
潅
、
鰹
書
籔
監
茗
麟

一
、
欝
受
響
蒙
藷
菩
窯
懸

　
㊥
［
、
脚
瓢
障
鱗
繊
諦
蓄
万
講
懲

　
・
飛
蜘
丹
犠
　
議
隊
九
葡
飛
蒼
黛
牽
繋

隆
導
愚
学
驚
、
、
☆
き
　
　
3

　
搭
．
、
膿
灘
暮
懲
鞍
魂
、
叢

暖
議
鷹
旛
畢
繊
璽
縄

　
ず
覧
畿
糠
雲
巻
や
轟
灘
撒
離
は
難
嚢

．
甕
毒
謬
鑑
張
を
講
蒙
蘇
榊
盤
爆

纏
麟
蝶

’
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第2回間伐木

選
定
技
術
競
技
会
開
催

　
　
　
ー
十
月
二
十
二
日
i

　
造
林
し
た
森
林
を
優
良
な
造
林
地

に
導
く
た
め
に
重
要
な
間
伐
技
術
の

習
得
と
間
伐
の
推
進
を
図
る
た
め
、

つ
ぎ
の
要
綱
で
間
伐
木
選
定
技
術
競

技
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
B
　
　
開
坂
情
議

　
　
白
ハ
　
　
　
間
石
陳
等

　
　
　
一
　
　
田
・
・
択

　
　
村
　
耐
蝋
碓
課

　
　
止
任
臆
瀬

　
　
隆
選
畏
割

　
　
正
を
か
委
議
つ

　
　
坂
氏
羅
隷

に
石
各
即
態

員
弘
の
劉
欝

委
由
　
会
議
氏
さ

育
林
　
例
の
三
議

　
　
　
　
　
　
定
こ
の
審

教
小
　
　
回
。
郎
が
。

磯
・
．
蕪

期
日
　
十
月
二
十
二
日
困
　
午
前
十

時
～
午
後
四
時
ま
で
（
雨
天
決
行
）

会
場
　
十
目
町
市
内
（
場
所
は
未
定
）

参
加
資
格
　
中
魚
沼
地
区
に
在
住
す

る
林
業
経
営
者
及
び
林
業
従
事
者

参
加
申
込
あ
　
十
月
十
八
日
困
ま
で

に
森
林
組
合
へ
（
盈
八
；
三
二
五

番
）主
催
　
十
日
町
森
林
組
合
、
十
日
町

地
区
林
業
改
良
協
会
　
他
．

そ
の
他
　
当
日
は
、
昼
食
を
持
参
し
、

山
林
作
業
の
で
き
る
軽
装
で
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
は
森
林
組
合
（
醤
八

－
三
一
一
五
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。1

林
業
労
働
者
ー

振
動
障
轡
に
孫
る

　
特
殊
健
診
の
お
知
ら
せ

　
振
動
障
害
の
予
防
お
よ
び
、
早
期

発
見
、
治
療
を
徹
底
す
る
た
め
、
森

林
組
合
や
木
材
業
者
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
人
や
、
一
人
で
林
業
の
仕
事
を

　また市政にー）いての一般質問は、6名の議員が行いまし

た。

　今議会で審議された主なものは次のとおりです。

■教育委員会委員の任命

　9月30日任期満了に伴い、小林申弘氏、石坂正隆氏を再

　任、金沢政一委員の辞職のため、後任委員として上村一

　郎氏を任命。

■昭和54年度十日町市水道事業決算を認定

■一般質問の主な内容

　小林正俊議員（長雨冷夏による不作救済対策、特別養護

　老人ホーム施設ついて）

　遠田金市議員（異常気象による冷害、農地関連三法の改

　正に関する問題点について）

　小杉清一議員（国鉄信濃川水力発電再開発計画について）

　佐藤利雄議員（学校統合について、高齢者対策、冷夏に

　　ロ　伴う農家対策について）

　樋熊清一議員（信濃川発電所再開発計画と市民生活につ

　いて）

　佐藤一男議員（市道の改良、舗装の契約率、市道認定外

　道路の改良舗装について、56年度新規採用の見通し、市

　民税収から見た景気の動向について）

し
て
い
る
人
達
の
特
殊
健
診
が
十
一

月
に
、
巡
回
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
振
動
障
害
も
予
防
と
早
期
発
見
、

治
療
が
大
切
で
す
。

　
健
診
希
望
者
は
、
早
め
に
林
業
労

働
災
害
防
止
協
会
中
魚
沼
地
区
分
会

（
〒
九
四
八
、
十
日
町
市
高
田
町
五

丁
目
、
分
会
長
、
小
川
清
次
）
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

家
内
労
働
法
施
行
十
周
年

　
　
　
　
ロ
コ
じ
じ
の
ロ
ロ
し
ロ
ロ
じ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ド
　
コ
ロ
コ
し
ロ

特
別
家
内
労
働

　
　
　
旬
間
実
施

　
家
内
労
働
法
が
施
行
さ
れ
て
、
今

年
で
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

　
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上

と
生
活
の
安
定
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
特
別
家
内
労
働
旬
間
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
労
働
条
件

の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
．

委
託
者
の
み
な
さ
ん
へ

○
家
内
労
働
手
帳
を
家
内
労
働
者
に

交
付
し
て
、
委
託
の
つ
ど
記
入
し
ま

し
よ
p
つ
。

○
工
賃
は
現
金
で
全
額
を
一
ヵ
月
以

内
に
払
い
ま
し
ょ
う
。

○
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
必
要
な
措
置
を
と
り
ま
し
ょ
う
．

家
内
労
働
者
の
み
な
さ
ん
へ

○
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

き
ち
ん
と
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

’
つ
。○
工
賃
の
支
払
い
は
現
金
で
全
額
を

↓
ヵ
月
以
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま
し

よ
p
つ
。

欝
携
業
宅
晃
這
そ
ラ

米
飯
給
食
が
始
ま
っ
た

　
（
中
条
小
四
年
生
の
こ
え
）

毎
日
ご
飯
だ
と
い
い
の
に

　
　
　
　
　
　
蔓
野
ひ
と
募
．

　
ご
飯
給
食
は
、
一
し
ゅ
う
か
ん
に

｝
ど
。
わ
た
し
は
、
パ
ン
の
と
き
ぷ

り
す
き
だ
。
お
べ
ん
と
う
の
こ
ろ
は
、

、

こ
飯
だ
と
つ
め
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ご
飯
給
食
だ
と
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
し

て
い
て
あ
っ
た
か
い
。
そ
れ
に
、
し

ょ
く
よ
く
が
で
る
。
や
っ
ぱ
り
ご
飯

給
食
は
い
い
な
あ
。

　
毎
日
．
こ
飯
だ
と
い
い
の
に
な
あ
。

ご
飯
給
食
が
始
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
暑
田
和
久

　
ぼ
く
は
、
こ
飯
の
給
食
が
は
じ
ま
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　
そ
れ
は
、
パ
ン
な
ど
は
い
つ
も
残
・

し
て
い
た
が
、
ご
飯
に
な
っ
た
ら
し

ぜ
ん
に
全
部
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
と
、
だ
い
た
い
ご
は
ん
の
時

は
、
お
か
わ
り
を
す
る
。

　
ぼ
く
は
、
ご
は
ん
も
お
い
し
い
し
、

の
こ
す
こ
と
な
く
食
べ
る
か
与
、
始

ズ
9
一
2

リ
　
ひ

シ
N

ま
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　
あ
ま
り
パ
ン
み
た
い
に
、
週
に
何

回
も
あ
る
よ
り
、
週
に
一
回
の
ほ
う

．
が
、
あ
き
な
い
し
ま
ち
ど
う
し
い
よ

う
な
気
が
す
る
。

　
ご
飯
ポ
始
ま
っ
て
よ
か
っ
た
。

給
食
に
出
る
ご
飯
は
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
悔
　
吉
沢
孝
枝

　
二
学
っ
き
に
な
っ
て
、
給
食
に
ご
’

飯
が
出
た
時
に
、
私
は
と
っ
て
も
堕

れ
し
か
っ
た
。

　
一
学
っ
き
中
は
い
つ
も
パ
ン
ば
が

拶
で
、
あ
ま
り
お
い
し
麟
気
が
し
鞭

、
、
か
っ
た
鯵
れ
ど
讐
蟹
飯
楼
い
つ
も
鞭

養
べ
て
鞭
ズ
叢
、
馨
”
嬉
転
鷺

一
な
ぜ
か
お
い
し
い
み
で
摩
。

　
繍
選
間
に
一
“
園
起
け
驚
な
く
、
擬
、

β
出
た
ら
い
い
な
と
思
“
ま
し
た
鱒

ほ
く
ほ
く
の
ご
飯

　
　
　
　
　
　
、
撫
熊
聡
4

　
ほ
く
ほ
く
ほ
く
娠
群
の
中
で
、
あ
翫

っ
た
か
い
．
こ
飯
が
、
ほ
く
ほ
く
ほ
く
．

　
ご
飯
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
．

わ
た
し
は
ほ
ん
と
う
に
よ
か
つ
た
な

あ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
耗
、

は
、
一
学
期
中
に
は
、
パ
ン
と
マ
レ

ガ
リ
ン
ば
か
り
で
し
た
か
ら
で
す
。
．

　
ご
飯
が
、
学
校
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
よ
か
っ
た
ね
え
老

お
母
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
9

　
わ
た
し
も
、
ほ
ん
と
う
は
、
』
毎
欝

ご
は
ん
が
出
た
ら
い
い
な
あ
と
恩
い

ま
す
。
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川
治
西
部
地
区
地
籍
調
査
の

　
　
　
　
　
　
　
　
仮
閲
覧
を
行
い
ま
す

　
市
で
は
、
川
治
西
部
地
区
の
地
籍

調
査
（
国
土
調
査
）
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
細
部
測
量
（
｝

筆
調
査
）
が
、
よ
う
や
く
終
り
ま
し

た
。
関
係
の
皆
さ
ん
か
ら
、
調
査
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
関
係
の
地
主
の
皆
さ
ん
か
ら
、
調

査
結
果
を
た
し
か
め
て
い
た
だ
く
仮

閲
覧
を
左
表
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

日 会　　　場 該　当　町　名

10月13日 川治集落センター 川治内後

14日 谷内丑集会所 川治谷内丑第1、第2

15日 北新田公民館 北新田第1（1組～3組）

16日 高山共栄会館
高山、美雪町、春日町、

錦町、島、住吉町

17日 北新田公民館 北新田第1（4組～6組）

20日 城之古公民館 城之古第1、第2、第3

21日 〃 東町、塚原町

22日 北新田公民館 北新田第2（1組～3組）

23日 〃
北新田第2（4組～5組）
　〃　第3（1組～2組）

24日 〃 北新田第3（3組～5組）

※時間はいずれも午後7時～9時半

　赤い羽根共同募金に
　　　　　　　　ご協．力を

　今年も10月1日から共同募金が始まりまし

た。昨年の募金運動も不況の続く中、市民の

皆さんの温かい善意とご協力により多大な成

果を上げることが出来ました。ここに厚くお

礼申し上げます．今年も市民の皆さんの善意

とご協力を賜わりますようお願いします．

　　　　　共同募金十日町市支会

　
な
お
、
都
合
に
よ
っ
て
、
左
表
の

日
程
で
仮
閲
覧
で
き
な
い
方
は
、
最

寄
り
の
会
場
か
、
市
役
所
で
行
う
仮

閲
覧
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
左
表

の
日
程
表
に
該
当
の
な
い
地
域
の
方

は
、
お
手
数
で
も
、
市
役
所
の
仮
閲

覧
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

市
役
所
仮
閲
覧
日
程

仮
閲
覧
期
間
　
十
月
六
日
～
二
十
七

日
（
日
曜
、
祭
日
、
土
曜
日
午
後
を

除
く
）

時
間
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半

場
所
　
市
役
所
二
階
、
国
土
調
査
係

／
腰
ロ
ー
四
実
施

　
市
及
び
十
日
町
土
木
事
務
所
は
、

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
違

反
建
築
防
止
週
間
に
ち
な
み
、
つ
ぎ

の
と
お
り
建
築
相
談
所
の
開
設
や
違

反
建
築
物
公
開
パ
ト
・
ー
ル
な
ど
を

行
い
ま
す
。

建
築
相
談
所
を
開
設

　
建
築
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

と
き
　
十
月
十
四
日
困
　
午
前
九
時

～
午
後
三
時
ま
で
．

と
こ
ろ
　
十
日
町
土
木
事
務
所
（
十

目
町
総
合
庁
舎
内
）

　
違
反
建
築
物

　
　
　
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を

　
十
月
十
五
日
に

　
　
　
実
施
し
ま
す

　
道
路
標
識
は
、
道
路
の
安
全
、
快

適
、
円
滑
な
利
用
を
保
つ
た
め
重
要

な
安
全
施
設
で
す
。
　
”
学
校
幼
稚
園

等
あ
り
”
　
”
踏
切
あ
り
”
　
”
交
差
点

あ
り
”
な
ど
の
標
識
が
あ
っ
た
場
合

は
、
十
分
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
”
重
量
制
限
”
　
”
高
さ
制
限
”

等
の
規
制
標
識
は
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
必
ず
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
国
、
県
、
市
町
村
道
の
道
路
管
理

者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
道
路
の
状
況
に
応

じ
て
標
識
を
設
置
し
て
お
り
、
又
不

足
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
後
整
備
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
標
識
に
つ
い
て
、
ご
意
見
が
あ
り

ま
し
た
ら
下
記
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

－
．
縫
海
溢

障
害
年
金
は
？

響
㌧
墾
灘
諮
婆
嚇
漢
う
噛
灘

奮難

饗
鶯
灘
霧
菱
灘
、
織
轟
識
織
灘

驚
蟹
驚
蜜
灘
緯
蹴
簿
竃
で
騨
毒
蒲

鑑
馨
嘉
繁
気
講
聴
め
療
藤

籍
饗
灘
蜘
嚢
難
燦
糠
驚
擦
に
窯
給
き

燕
壕
輩
蕪
謹
灘
警
趣
曇
鑛
殊
峯
疲
必

嚢鶴

蕎
蝶
灘
勲
罐
被

篠
嬢
饗
驚
鞭
麟
嬬
簿
灘
曙
灘
艦
欝
噛
．

燕
灘
驚
舞
鱗
識
魂
騰
叢
毒
灘
義

嚢
饗
糠
欝
ゆ
襲
轟
磯
選
婁

灘
麗
擢
象
擁
欝
搬
饗
護
該
薮

灘
．
、
爆
雛
で
携
騰
灘

戯
叢
蕪
融
嫉
毒
鞭
盤
繋
欝
羅
羅
撰

’
聾

国
、
県
道
　
　
十
日
町
土
木
事
務
所

（
a
七
i
五
五
一
一
番
）

市
道
　
　
十
日
町
市
役
所
　
建
設
課

（
公
七
－
三
二
一
番
内
線
二
五
一
）

道
路
交
通
情
勢

　
　
　
調
査
を
実
施

　
本
年
度
は
、
全
国
一
斉
に
道
路
交

通
情
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
調
査
は
建
設
省
、
運
輸
省
及

び
県
が
実
施
す
る
も
の
で
す
．
調
査

の
方
法
は
、
対
象
の
車
を
抽
出
し
、

そ
の
所
有
者
に
対
し
て
十
月
二
十
一

日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
の
問
に
調
査

員
が
直
接
家
庭
に
伺
い
、
自
動
車
を

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
か
、
出

発
地
、
目
的
地
、
運
行
の
目
的
等
に

詩
パ
⑯

　
麟
が
騰
初
め
て
選
翫
駄
か
か
っ
た
織

』
か
戯
工
年
六
ヵ
月
欝
で
あ
っ
て
勤
飼

　
げ
観
撃
盈
禰
警
等
級
表
」
の
｝
級
叉
醤

・
濃
騨
綴
に
該
嚢
し
で
い
る
こ
と
。
、
、
．
〆

勧
初
薯
羅
袋
彦
た
轟
講

鱗
腰
も
募
葎
に
該
薮
馬
蓑
・

梅
脚
儀
饗
叢
．
・
．
，
蒙

　
欝
嶺
磯
選
轄
懲
華
調
蓮
傑
険
料
を
轡

．
襟
碧
蕊
る
禮
で
ゑ
か
ダ

　
潔
灘
の
塾
的
年
金
み
蒲
入
期
駕
と
麟

　
疑
錐
金
藻
険
料
を
廼
め
て
い
る
粥
驚
一

　
緯
な
φ
で
い
る
こ
と
ゆ

』
誤
㈹
叢
鍍
の
薫
年
腿
鱗
欝
優
簾
嚢
傑

　
撫
麟
董
納
め
て
称
養
か
．
免
除
を
葵
・

塗
轍
驚
犠
葛
叢
と
穐

つ
い
て
調
査
し
ま
す
．

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
道
路
整
備

を
進
め
て
い
く
う
え
の
基
礎
資
料
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
十
月
十
一
日
～
二
十
日

　
　
　
全
国
防
犯
運
動

　
　
　
十
月
十
一
日
国
か
ら
二
十
日
側
ま
、

　
　
で
の
十
日
間
「
侵
入
盗
の
防
止
」
を

　
　
重
点
に
、
全
国
防
犯
運
動
が
行
わ
れ

　
　
ま
す
。

　
　
期
間
中
に
は
、
】
般
住
宅
の
防
犯

　
診
断
、
乗
り
物
盗
の
防
犯
診
断
、
民

　
警
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
等
が
行
わ
れ
ま

　
　
す
。

　
　
地
域
の
み
な
さ
ん
が
心
を
ろ
な
ぎ

　
　
手
を
つ
な
い
で
、
犯
罪
や
事
故
の
な

　
　
い
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

　
　
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

論
難
縫
繍

　
　
で
す
か
。
　
　
♪
・
・
．
り
．
戴
。
．
　
難
魑

藪
．
潅
、
鰹
書
籔
監
茗
麟

一
、
欝
受
響
蒙
藷
菩
窯
懸

　
㊥
［
、
脚
瓢
障
鱗
繊
諦
蓄
万
講
懲

　
・
飛
蜘
丹
犠
　
議
隊
九
葡
飛
蒼
黛
牽
繋

隆
導
愚
学
驚
、
、
☆
き
　
　
3

　
搭
．
、
膿
灘
暮
懲
鞍
魂
、
叢

暖
議
鷹
旛
畢
繊
璽
縄

　
ず
覧
畿
糠
雲
巻
や
轟
灘
撒
離
は
難
嚢

．
甕
毒
謬
鑑
張
を
講
蒙
蘇
榊
盤
爆

纏
麟
蝶

’
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第2回間伐木

選
定
技
術
競
技
会
開
催

　
　
　
ー
十
月
二
十
二
日
i

　
造
林
し
た
森
林
を
優
良
な
造
林
地

に
導
く
た
め
に
重
要
な
間
伐
技
術
の

習
得
と
間
伐
の
推
進
を
図
る
た
め
、

つ
ぎ
の
要
綱
で
間
伐
木
選
定
技
術
競

技
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
B
　
　
開
坂
情
議

　
　
白
ハ
　
　
　
間
石
陳
等

　
　
　
一
　
　
田
・
・
択

　
　
村
　
耐
蝋
碓
課

　
　
止
任
臆
瀬

　
　
隆
選
畏
割

　
　
正
を
か
委
議
つ

　
　
坂
氏
羅
隷

に
石
各
即
態

員
弘
の
劉
欝

委
由
　
会
議
氏
さ

育
林
　
例
の
三
議

　
　
　
　
　
　
定
こ
の
審

教
小
　
　
回
。
郎
が
。

磯
・
．
蕪

期
日
　
十
月
二
十
二
日
困
　
午
前
十

時
～
午
後
四
時
ま
で
（
雨
天
決
行
）

会
場
　
十
目
町
市
内
（
場
所
は
未
定
）

参
加
資
格
　
中
魚
沼
地
区
に
在
住
す

る
林
業
経
営
者
及
び
林
業
従
事
者

参
加
申
込
あ
　
十
月
十
八
日
困
ま
で

に
森
林
組
合
へ
（
盈
八
；
三
二
五

番
）主
催
　
十
日
町
森
林
組
合
、
十
日
町

地
区
林
業
改
良
協
会
　
他
．

そ
の
他
　
当
日
は
、
昼
食
を
持
参
し
、

山
林
作
業
の
で
き
る
軽
装
で
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
細
は
森
林
組
合
（
醤
八

－
三
一
一
五
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。1

林
業
労
働
者
ー

振
動
障
轡
に
孫
る

　
特
殊
健
診
の
お
知
ら
せ

　
振
動
障
害
の
予
防
お
よ
び
、
早
期

発
見
、
治
療
を
徹
底
す
る
た
め
、
森

林
組
合
や
木
材
業
者
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
人
や
、
一
人
で
林
業
の
仕
事
を

　また市政にー）いての一般質問は、6名の議員が行いまし

た。

　今議会で審議された主なものは次のとおりです。

■教育委員会委員の任命

　9月30日任期満了に伴い、小林申弘氏、石坂正隆氏を再

　任、金沢政一委員の辞職のため、後任委員として上村一

　郎氏を任命。

■昭和54年度十日町市水道事業決算を認定

■一般質問の主な内容

　小林正俊議員（長雨冷夏による不作救済対策、特別養護

　老人ホーム施設ついて）

　遠田金市議員（異常気象による冷害、農地関連三法の改

　正に関する問題点について）

　小杉清一議員（国鉄信濃川水力発電再開発計画について）

　佐藤利雄議員（学校統合について、高齢者対策、冷夏に

　　ロ　伴う農家対策について）

　樋熊清一議員（信濃川発電所再開発計画と市民生活につ

　いて）

　佐藤一男議員（市道の改良、舗装の契約率、市道認定外

　道路の改良舗装について、56年度新規採用の見通し、市

　民税収から見た景気の動向について）

し
て
い
る
人
達
の
特
殊
健
診
が
十
一

月
に
、
巡
回
方
式
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
振
動
障
害
も
予
防
と
早
期
発
見
、

治
療
が
大
切
で
す
。

　
健
診
希
望
者
は
、
早
め
に
林
業
労

働
災
害
防
止
協
会
中
魚
沼
地
区
分
会

（
〒
九
四
八
、
十
日
町
市
高
田
町
五

丁
目
、
分
会
長
、
小
川
清
次
）
に
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

家
内
労
働
法
施
行
十
周
年

　
　
　
　
ロ
コ
じ
じ
の
ロ
ロ
し
ロ
ロ
じ
ロ
ロ
ロ
コ
ロ
ド
　
コ
ロ
コ
し
ロ

特
別
家
内
労
働

　
　
　
旬
間
実
施

　
家
内
労
働
法
が
施
行
さ
れ
て
、
今

年
で
十
周
年
に
な
り
ま
す
。

　
家
内
労
働
者
の
労
働
条
件
の
向
上

と
生
活
の
安
定
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
特
別
家
内
労
働
旬
間
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
労
働
条
件

の
向
上
に
努
め
ま
し
ょ
う
．

委
託
者
の
み
な
さ
ん
へ

○
家
内
労
働
手
帳
を
家
内
労
働
者
に

交
付
し
て
、
委
託
の
つ
ど
記
入
し
ま

し
よ
p
つ
。

○
工
賃
は
現
金
で
全
額
を
一
ヵ
月
以

内
に
払
い
ま
し
ょ
う
。

○
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る
た

め
の
必
要
な
措
置
を
と
り
ま
し
ょ
う
．

家
内
労
働
者
の
み
な
さ
ん
へ

○
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

き
ち
ん
と
記
入
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

’
つ
。○
工
賃
の
支
払
い
は
現
金
で
全
額
を

↓
ヵ
月
以
内
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
し
ま
し

よ
p
つ
。

欝
携
業
宅
晃
這
そ
ラ

米
飯
給
食
が
始
ま
っ
た

　
（
中
条
小
四
年
生
の
こ
え
）

毎
日
ご
飯
だ
と
い
い
の
に

　
　
　
　
　
　
蔓
野
ひ
と
募
．

　
ご
飯
給
食
は
、
一
し
ゅ
う
か
ん
に

｝
ど
。
わ
た
し
は
、
パ
ン
の
と
き
ぷ

り
す
き
だ
。
お
べ
ん
と
う
の
こ
ろ
は
、

、

こ
飯
だ
と
つ
め
た
く
な
っ
て
し
ま
う
。

ご
飯
給
食
だ
と
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
し

て
い
て
あ
っ
た
か
い
。
そ
れ
に
、
し

ょ
く
よ
く
が
で
る
。
や
っ
ぱ
り
ご
飯

給
食
は
い
い
な
あ
。

　
毎
日
．
こ
飯
だ
と
い
い
の
に
な
あ
。

ご
飯
給
食
が
始
ま
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
暑
田
和
久

　
ぼ
く
は
、
こ
飯
の
給
食
が
は
じ
ま
っ

て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　
そ
れ
は
、
パ
ン
な
ど
は
い
つ
も
残
・

し
て
い
た
が
、
ご
飯
に
な
っ
た
ら
し

ぜ
ん
に
全
部
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
れ
と
、
だ
い
た
い
ご
は
ん
の
時

は
、
お
か
わ
り
を
す
る
。

　
ぼ
く
は
、
ご
は
ん
も
お
い
し
い
し
、

の
こ
す
こ
と
な
く
食
べ
る
か
与
、
始

ズ
9
一
2

リ
　
ひ

シ
N

ま
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　
あ
ま
り
パ
ン
み
た
い
に
、
週
に
何

回
も
あ
る
よ
り
、
週
に
一
回
の
ほ
う

．
が
、
あ
き
な
い
し
ま
ち
ど
う
し
い
よ

う
な
気
が
す
る
。

　
ご
飯
ポ
始
ま
っ
て
よ
か
っ
た
。

給
食
に
出
る
ご
飯
は
お
い
し
い

　
　
　
　
　
　
悔
　
吉
沢
孝
枝

　
二
学
っ
き
に
な
っ
て
、
給
食
に
ご
’

飯
が
出
た
時
に
、
私
は
と
っ
て
も
堕

れ
し
か
っ
た
。

　
一
学
っ
き
中
は
い
つ
も
パ
ン
ば
が

拶
で
、
あ
ま
り
お
い
し
麟
気
が
し
鞭

、
、
か
っ
た
鯵
れ
ど
讐
蟹
飯
楼
い
つ
も
鞭

養
べ
て
鞭
ズ
叢
、
馨
”
嬉
転
鷺

一
な
ぜ
か
お
い
し
い
み
で
摩
。

　
繍
選
間
に
一
“
園
起
け
驚
な
く
、
擬
、

β
出
た
ら
い
い
な
と
思
“
ま
し
た
鱒

ほ
く
ほ
く
の
ご
飯

　
　
　
　
　
　
、
撫
熊
聡
4

　
ほ
く
ほ
く
ほ
く
娠
群
の
中
で
、
あ
翫

っ
た
か
い
．
こ
飯
が
、
ほ
く
ほ
く
ほ
く
．

　
ご
飯
が
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
．

わ
た
し
は
ほ
ん
と
う
に
よ
か
つ
た
な

あ
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
耗
、

は
、
一
学
期
中
に
は
、
パ
ン
と
マ
レ

ガ
リ
ン
ば
か
り
で
し
た
か
ら
で
す
。
．

　
ご
飯
が
、
学
校
で
も
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
よ
か
っ
た
ね
え
老

お
母
さ
ん
は
言
い
ま
す
。
9

　
わ
た
し
も
、
ほ
ん
と
う
は
、
』
毎
欝

ご
は
ん
が
出
た
ら
い
い
な
あ
と
恩
い

ま
す
。
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十
日
町
森
林
組
合
で
は
、
つ
ぎ
の

要
綱
で
秋
期
造
林
用
苗
木
の
予
約
受

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

森
林
組
合
か
市
役
所
農
林
課
に
用
意

し
て
あ
る
「
昭
和
五
十
五
年
度
造
林

用
苗
木
注
文
書
・
補
助
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
上
、
十

月
十
五
日
困
ま
で
に
森
林
組
合
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

苗
木
注
文
数
量
　
桐
五
本
以
と
、
杉

そ
の
他
は
五
十
本
以
上
に
し
て
く
だ

さ
い
。

配
布
時
期
　
十
月
下
旬

　
な
お
、
つ
ぎ
の
条
件
を
充
た
す
場

合
は
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

］
、
実
面
積
が
一
ヵ
所
十
ア
ー
ル

（
一
反
歩
）
以
上
あ
る
こ
と
。
た
だ
し

水
田
跡
地
造
林
の
場
合
は
五
ア
ー
ル

（
五
畝
）
以
上
。

二
、
植
林
本
数
は
十
ア
ー
ル
に
つ
き

杉
二
百
本
以
上
、
桐
は
二
十
本
以
上
。

三
、
対
象
樹
種
は
、
杉
、
桐
、
赤
松
、

黒
松
、
唐
松
、
ヒ
ノ
キ
、
エ
ン
ジ
ュ
、

キ
ワ
ダ
で
す
。

第
剛
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
施

　
し
か
し
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
予
定

地
区
内
で
の
造
林
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
区
域
界
が
不
明
の
場
合
は
、

農
林
課
苗
場
山
ろ
く
開
発
係
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日

町
森
林
組
合
（
十
日
町
市
大
黒
沢
公

八
ー
コ
ニ
］
五
番
）
へ
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
の

健
康
保
持
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、

第
】
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
十
七
日
、
午
前
九
時

か
ら
、
雨
天
の
場
合
二
十
八
日
、
二

十
九
日
ま
で
順
延
。

会
場
　
市
営
城
ケ
丘
野
球
場

参
加
資
格
　
市
老
人
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
い
る
人
。

参
加
制
限
　
一
チ
ー
ム
五
名
、
同
一

人
が
ニ
チ
ー
ム
に
出
場
で
き
な
い
。

競
技
規
則
　
県
老
連
規
則
案
に
よ
る

試
合
方
法
　
当
日
相
談
し
て
決
定
．

　　　　　　｝　　－辮塗1▼論

　この人形をつけて安全運転を

　“このマスコット人形をつけて安全運転を

してくださいね”、突然の女生徒のプレゼン

トに、ドライバーは、思わずニッコリ、十日

町実業高校家庭科クラブが、学校創立以来、

秋の交通安全運動期間に、交通安全を呼びか

ける手作り人形をプレゼントしているのです。

このマスコットのせいか秋の運動期間中の事

故件数は減少しました。

表
彰
　
一
位
～
六
位
ま
で
。

参
加
料
　
一
チ
ー
ム
千
円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
十
月
二
十

五
目
ま
で
に
、
市
体
育
課
（
醤
七
ー

三
一
二
番
内
線
二
七
五
）
へ
．

1
第
四
回
－

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
大
会
も

　
婦
人
の
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
第
四
回

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま

す
。期
日
　
十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日

午
後
七
時
～
九
時
半

会
場
　
市
民
体
育
館

参
加
資
格
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一

日
以
降
市
内
に
在
住
す
る
既
婚
婦
人

参
加
制
限
　
一
チ
ー
ム
九
名
と
し
、

同
一
人
が
ニ
チ
ー
ム
に
参
加
で
き
な

い
。
競
技
規
則
　
新
潟
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
規
則
に
よ
る
．

試
合
方
法
　
卜
ー
ナ
メ
ン
ト

表
彰
　
↓
位
～
三
位

申
込
み
十
月
二
十
日
ま
で
に
、
市

民
体
育
館
（
E
七
－
五
二
〇
八
番
）

内
、
大
会
事
務
局
へ
．
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第1回国勢調査
大正9年10月1日

　
第
一
回
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九

年
十
月
一
日
で
あ
る
．
そ
の
時
の
飛

渡
地
区
の
調
査
員
は
、

轟
木
・
嘉
勝
－
藤
木
安
治

焼
野
・
魚
之
田
川
…
池
田
繁
］
郎

新
水
…
久
保
田
良
助

池
谷
・
入
山
…
曾
根
忠
次
郎

稲
原
地
区
・
－
大
島
信
太
郎

宇
田
ケ
沢
・
菅
沼
・
山
新
田
…
水
落

喜
作
小
貫
・
柴
倉
・
西
枯
木
又
・
東
枯
木

又
…
阿
部
伊
松
　
の
諸
氏
で
あ
り
、

私
が
調
査
員
を
し
た
大
正
十
四
年
の

第
二
回
の
調
査
員
は
、

轟
木
・
嘉
勝
…
池
田
市
次

焼
野
・
魚
之
田
川
…
大
津
茂
八

新
水
…
久
保
田
良
助

池
谷
・
入
山
…
山
本
永
蔵

宇
田
ケ
沢
・
菅
沼
・
山
新
田
…
水
落

い
嵐
謝
状
　
豊

　
　
　
　
　
入
淳
掬
へ
蕨
、
◎

　
　
本
年
施
行
白
勢
領
杢

　
　
燕
シ
募
芝
タ
ル
●

　
　
所
診
σ
ラ
易
予
碁
夢
　
　
・

　
　
デ
婁
　
』
　
　
●

　
　
　
六
逗
桑
切
年
二
理
一
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號

清小
貫
・
柴
倉
・
東
枯
木
又
・
西
枯
木

又
…
庭
野
忠
正

稲
原
地
区
…
岩
田
馬
太
郎
の
皆
さ
ん

で
あ
っ
た
。
調
査
は
、
今
と
ほ
と
ん

ど
変
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
戸
毎
に

調
査
番
号
を
は
り
、
調
査
票
控
を
配

り
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
。
調
査
は

地
番
、
住
所
、
職
業
、
家
族
、
人
員

男
女
別
、
生
年
月
日
、
世
帯
続
柄
、

勤
務
、
学
生
、
出
稼
者
等
で
あ
っ
た
。

　
調
査
用
紙
は
、
新
聞
紙
ニ
ツ
切
り

位
、
控
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
調

査
票
に
写
し
、
集
計
票
に
集
計
し
た
。

集
計
は
面
倒
で
あ
っ
た
。
　
「
橋
の
下

で
も
私
の
住
ま
い
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
、
現
在
、
そ
こ
に
居
る
人
が
全

部
対
象
で
あ
り
、
前
の
晩
は
、
部
落

に
入
っ
て
く
る
人
が
い
な
い
か
ど
う

か
寝
ず
に
番
を
し
て
見
張
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

　
犬
正
九
年
の
調
査
員
は
、
明
治
初

年
頃
か
ら
明
治
二
十
年
頃
ま
で
の
生

ま
れ
で
あ
っ
た
の
で
、
現
在
は
一
人

も
生
き
て
い
な
い
と
思
う
。
大
正
十

四
年
の
調
査
員
も
ほ
と
ん
ど
生
き
て

い
な
い
。
私
は
明
治
三
十
年
生
ま
れ

で
、
当
時
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
私

は
そ
の
後
、
昭
和
十
四
年
の
臨
時
調

査
員
と
昭
和
十
五
年
の
調
査
員
を
し

た
が
、
そ
の
時
の
調
査
員
も
数
人
し

か
生
き
て
い
な
い
。

　
大
正
十
四
年
の
調
査
員
に
感
謝
状

と
銀
盃
を
頂
い
た
。
昭
和
十
五
年
に

は
戦
時
国
債
五
円
を
頂
い
た
。
そ
の

銀
盃
は
、
昭
和
十
八
年
に
、
物
資
の

供
出
で
出
し
て
し
ま
っ
て
手
元
に
は

な
い
。

　
大
正
十
四
年
の
調
査
で
は
、
魚
之

田
川
で
、
戸
数
三
＋
八
戸
（
う
ち
商

業
一
戸
）
、
人
口
二
百
四
十
人
位
、

当
時
、
女
子
は
小
学
校
を
卒
業
す
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
東
京
日
清
紡
績
会
社
、

大
垣
紡
績
会
社
、
十
日
町
機
屋
と
出

働
き
に
出
て
、
二
百
四
十
人
の
う
ち

二
十
人
位
が
働
き
に
出
て
い
て
調
査

人
員
は
二
百
二
十
人
位
で
あ
っ
た
。

　
焼
野
は
十
一
戸
（
う
ち
商
業
一
戸
）

人
口
六
十
人
位
で
出
働
き
は
少
な
か

っ
た
。

　
大
正
九
年
の
県
人
口
は
、
百
七
十

七
万
六
千
四
百
七
十
四
人
、
十
日
町

市
は
、
三
万
三
千
八
百
八
十
六
人
、

大
正
十
四
年
に
は
、
県
人
口
、
百
八

十
四
万
九
千
八
百
七
人
、
十
a
町
市

は
、
三
万
五
千
三
百
七
十
二
人
で
あ

っ
た
。

　
当
時
は
、
調
査
だ
と
い
う
と
税
金

の
取
り
立
て
に
利
用
さ
れ
る
と
思
っ

て
、
説
明
会
を
開
い
て
も
わ
か
っ
て

も
ら
え
ず
、
同
じ
家
に
四
回
も
五
回

も
足
を
運
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
も
う
六
十
年
近
く
も
昔
の
こ
と
に

な
っ
た
。
（
魚
之
缶
川
　
大
津
茂
八
）
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●
秋
季
特
別
展
開
催
に
あ
た
っ
て

　
今
年
は
、
六
〇
年
に
一
回
の
庚
申
（
か
の
え
さ
る
）
年

に
あ
た
り
、
各
地
で
庚
申
さ
ま
の
お
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
庚
申
さ
ま
は
、
オ
カ
ネ
サ
マ
、
オ
コ
シ
ン
サ

マ
な
ど
と
呼
ば
れ
、
豊
作
の
神
様
、
商
売
繁
昌
の
神
様
な

ど
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
生
活
と
深
い
か
か
わ

り
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
博
物
館
で
は
、
秋
季
特
別
展
と
し
て
、
こ
の

庚
申
さ
ま
と
そ
の
信
仰
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
妻
有
の
民
間
信
仰
の
一
端
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
庚
申
さ
ま
の
信
仰
は
、
数
多
い
民

間
信
仰
の
中
で
も
全
国
的
な
広
が
り

を
も
つ
も
の
で
、
沖
縄
を
の
ぞ
い
て

全
都
道
府
県
に
分
布
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
、
当
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
六

十
年
一
度
の
開
眼
供
養
の
行
事
は
一

般
的
で
は
な
く
、
新
潟
県
や
長
野
県

な
ど
、
わ
ず
か
な
地
域
に
限
ら
れ
て

い
て
、
新
潟
県
内
で
も
三
魚
沼
や
頸

城
地
方
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
庚
申
信
仰
が
ど
う
し
て
は
じ
ま
っ

た
か
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
論

議
が
あ
り
ま
す
が
、
道
教
の
教
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
し

あ
る
、
人
間
の
体
内
に
三
月
と
言
う

三
匹
の
虫
が
居
て
、
庚
申
の
夜
に
人

が
眠
る
と
抜
け
出
し
て
天
に
の
ぼ
り

天
帝
に
そ
の
人
の
罪
業
を
告
げ
口
し

て
、
い
の
ち
を
縮
め
る
．
そ
こ
で
、

そ
の
夜
は
眠
ら
ず
に
夜
明
け
を
待
つ

の
だ
、
と
い
う
三
月
説
が
有
力
の
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
民
間
に

伝
わ
る
た
め
に
は
、
日
本
古
来
の
日

待
ち
や
月
待
ち
の
よ
う
な
「
夜
ご
も

り
」
の
風
習
と
結
び
つ
い
た
こ
と
も

事
実
で
し
ょ
う
．
そ
の
後
、
宗
教
、

殊
に
修
験
者
の
影
響
を
受
け
て
祭
神

と
し
て
の
青
面
金
剛
童
子
と
そ
れ
に

附
随
し
た
宗
教
儀
礼
が
伝
え
ら
れ
、

ま
た
神
道
で
は
、
庚
申
さ
ま
は
本
来

猿
田
彦
こ
そ
本
当
な
の
だ
と
説
く
よ

う
に
な
り
、
各
地
に
庚
申
講
が
結
集

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
民
間
に
広
ま
っ
た
庚
申
さ
ま
は
、

厚
い
信
仰
の
対
象
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
と
と
も
に
民
衆
は
、
自
分

達
の
社
会
生
活
を
守
る
た
め
の
相
互

規
制
や
潤
滑
を
は
か
る
た
め
に
も
役

立
て
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆
右
上
青
面
金
剛
石
像

☆
左
上
掛
軸
青
面
金
剛
像

☆
右
掘
り
出
さ
れ
た
六
十
年
前
の
酒

庚
申
講
に
は
、
信
仰
の
一
面
に
飲
食

を
伴
う
娯
楽
性
が
あ
り
、
信
仰
と
い

う
理
由
で
専
制
的
な
社
会
体
制
の
中

で
仲
間
が
集
ま
っ
て
歓
談
で
き
る
自

由
な
場
が
得
ら
れ
た
の
で
し
た
。
講

の
夜
に
は
「
他
人
の
悪
口
を
言
っ
て

も
長
起
き
し
ろ
．
」
な
ど
は
、
そ
う

し
た
目
で
見
る
と
微
妙
な
、
民
衆
の

知
恵
を
感
じ
ま
す
．

　
沢
山
あ
っ
た
庚
申
講
の
ほ
と
ん
ど

が
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
中
で
の
今

年
の
供
養
行
事
が
む
ら
を
挙
げ
て
の

お
祭
り
と
し
て
各
地
で
行
わ
れ
、
多

く
の
人
達
の
共
感
を
得
た
の
は
、
単

に
信
仰
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
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十
日
町
森
林
組
合
で
は
、
つ
ぎ
の

要
綱
で
秋
期
造
林
用
苗
木
の
予
約
受

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、

森
林
組
合
か
市
役
所
農
林
課
に
用
意

し
て
あ
る
「
昭
和
五
十
五
年
度
造
林

用
苗
木
注
文
書
・
補
助
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
上
、
十

月
十
五
日
困
ま
で
に
森
林
組
合
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

苗
木
注
文
数
量
　
桐
五
本
以
と
、
杉

そ
の
他
は
五
十
本
以
上
に
し
て
く
だ

さ
い
。

配
布
時
期
　
十
月
下
旬

　
な
お
、
つ
ぎ
の
条
件
を
充
た
す
場

合
は
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

］
、
実
面
積
が
一
ヵ
所
十
ア
ー
ル

（
一
反
歩
）
以
上
あ
る
こ
と
。
た
だ
し

水
田
跡
地
造
林
の
場
合
は
五
ア
ー
ル

（
五
畝
）
以
上
。

二
、
植
林
本
数
は
十
ア
ー
ル
に
つ
き

杉
二
百
本
以
上
、
桐
は
二
十
本
以
上
。

三
、
対
象
樹
種
は
、
杉
、
桐
、
赤
松
、

黒
松
、
唐
松
、
ヒ
ノ
キ
、
エ
ン
ジ
ュ
、

キ
ワ
ダ
で
す
。

第
剛
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
実
施

　
し
か
し
、
苗
場
山
ろ
く
開
発
予
定

地
区
内
で
の
造
林
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。
区
域
界
が
不
明
の
場
合
は
、

農
林
課
苗
場
山
ろ
く
開
発
係
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
日

町
森
林
組
合
（
十
日
町
市
大
黒
沢
公

八
ー
コ
ニ
］
五
番
）
へ
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
の

健
康
保
持
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
、

第
】
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
十
月
二
十
七
日
、
午
前
九
時

か
ら
、
雨
天
の
場
合
二
十
八
日
、
二

十
九
日
ま
で
順
延
。

会
場
　
市
営
城
ケ
丘
野
球
場

参
加
資
格
　
市
老
人
ク
ラ
ブ
に
所
属

し
て
い
る
人
。

参
加
制
限
　
一
チ
ー
ム
五
名
、
同
一

人
が
ニ
チ
ー
ム
に
出
場
で
き
な
い
。

競
技
規
則
　
県
老
連
規
則
案
に
よ
る

試
合
方
法
　
当
日
相
談
し
て
決
定
．

　　　　　　｝　　－辮塗1▼論

　この人形をつけて安全運転を

　“このマスコット人形をつけて安全運転を

してくださいね”、突然の女生徒のプレゼン

トに、ドライバーは、思わずニッコリ、十日

町実業高校家庭科クラブが、学校創立以来、

秋の交通安全運動期間に、交通安全を呼びか

ける手作り人形をプレゼントしているのです。

このマスコットのせいか秋の運動期間中の事

故件数は減少しました。

表
彰
　
一
位
～
六
位
ま
で
。

参
加
料
　
一
チ
ー
ム
千
円

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
十
月
二
十

五
目
ま
で
に
、
市
体
育
課
（
醤
七
ー

三
一
二
番
内
線
二
七
五
）
へ
．

1
第
四
回
－

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
大
会
も

　
婦
人
の
体
力
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
第
四
回

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
行
い
ま

す
。期
日
　
十
月
二
十
一
日
、
二
十
二
日

午
後
七
時
～
九
時
半

会
場
　
市
民
体
育
館

参
加
資
格
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一

日
以
降
市
内
に
在
住
す
る
既
婚
婦
人

参
加
制
限
　
一
チ
ー
ム
九
名
と
し
、

同
一
人
が
ニ
チ
ー
ム
に
参
加
で
き
な

い
。
競
技
規
則
　
新
潟
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
規
則
に
よ
る
．

試
合
方
法
　
卜
ー
ナ
メ
ン
ト

表
彰
　
↓
位
～
三
位

申
込
み
十
月
二
十
日
ま
で
に
、
市

民
体
育
館
（
E
七
－
五
二
〇
八
番
）

内
、
大
会
事
務
局
へ
．
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第1回国勢調査
大正9年10月1日

　
第
一
回
の
国
勢
調
査
は
、
大
正
九

年
十
月
一
日
で
あ
る
．
そ
の
時
の
飛

渡
地
区
の
調
査
員
は
、

轟
木
・
嘉
勝
－
藤
木
安
治

焼
野
・
魚
之
田
川
…
池
田
繁
］
郎

新
水
…
久
保
田
良
助

池
谷
・
入
山
…
曾
根
忠
次
郎

稲
原
地
区
・
－
大
島
信
太
郎

宇
田
ケ
沢
・
菅
沼
・
山
新
田
…
水
落

喜
作
小
貫
・
柴
倉
・
西
枯
木
又
・
東
枯
木

又
…
阿
部
伊
松
　
の
諸
氏
で
あ
り
、

私
が
調
査
員
を
し
た
大
正
十
四
年
の

第
二
回
の
調
査
員
は
、

轟
木
・
嘉
勝
…
池
田
市
次

焼
野
・
魚
之
田
川
…
大
津
茂
八

新
水
…
久
保
田
良
助

池
谷
・
入
山
…
山
本
永
蔵

宇
田
ケ
沢
・
菅
沼
・
山
新
田
…
水
落

い
嵐
謝
状
　
豊

　
　
　
　
　
入
淳
掬
へ
蕨
、
◎

　
　
本
年
施
行
白
勢
領
杢

　
　
燕
シ
募
芝
タ
ル
●

　
　
所
診
σ
ラ
易
予
碁
夢
　
　
・

　
　
デ
婁
　
』
　
　
●

　
　
　
六
逗
桑
切
年
二
理
一
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
残
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號

清小
貫
・
柴
倉
・
東
枯
木
又
・
西
枯
木

又
…
庭
野
忠
正

稲
原
地
区
…
岩
田
馬
太
郎
の
皆
さ
ん

で
あ
っ
た
。
調
査
は
、
今
と
ほ
と
ん

ど
変
ら
な
か
っ
た
と
思
う
。
戸
毎
に

調
査
番
号
を
は
り
、
調
査
票
控
を
配

り
、
聞
き
取
り
調
査
を
す
る
。
調
査
は

地
番
、
住
所
、
職
業
、
家
族
、
人
員

男
女
別
、
生
年
月
日
、
世
帯
続
柄
、

勤
務
、
学
生
、
出
稼
者
等
で
あ
っ
た
。

　
調
査
用
紙
は
、
新
聞
紙
ニ
ツ
切
り

位
、
控
に
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
調

査
票
に
写
し
、
集
計
票
に
集
計
し
た
。

集
計
は
面
倒
で
あ
っ
た
。
　
「
橋
の
下

で
も
私
の
住
ま
い
」
と
い
う
言
葉
が

あ
り
、
現
在
、
そ
こ
に
居
る
人
が
全

部
対
象
で
あ
り
、
前
の
晩
は
、
部
落

に
入
っ
て
く
る
人
が
い
な
い
か
ど
う

か
寝
ず
に
番
を
し
て
見
張
っ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

　
犬
正
九
年
の
調
査
員
は
、
明
治
初

年
頃
か
ら
明
治
二
十
年
頃
ま
で
の
生

ま
れ
で
あ
っ
た
の
で
、
現
在
は
一
人

も
生
き
て
い
な
い
と
思
う
。
大
正
十

四
年
の
調
査
員
も
ほ
と
ん
ど
生
き
て

い
な
い
。
私
は
明
治
三
十
年
生
ま
れ

で
、
当
時
二
十
六
歳
で
あ
っ
た
。
私

は
そ
の
後
、
昭
和
十
四
年
の
臨
時
調

査
員
と
昭
和
十
五
年
の
調
査
員
を
し

た
が
、
そ
の
時
の
調
査
員
も
数
人
し

か
生
き
て
い
な
い
。

　
大
正
十
四
年
の
調
査
員
に
感
謝
状

と
銀
盃
を
頂
い
た
。
昭
和
十
五
年
に

は
戦
時
国
債
五
円
を
頂
い
た
。
そ
の

銀
盃
は
、
昭
和
十
八
年
に
、
物
資
の

供
出
で
出
し
て
し
ま
っ
て
手
元
に
は

な
い
。

　
大
正
十
四
年
の
調
査
で
は
、
魚
之

田
川
で
、
戸
数
三
＋
八
戸
（
う
ち
商

業
一
戸
）
、
人
口
二
百
四
十
人
位
、

当
時
、
女
子
は
小
学
校
を
卒
業
す
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
東
京
日
清
紡
績
会
社
、

大
垣
紡
績
会
社
、
十
日
町
機
屋
と
出

働
き
に
出
て
、
二
百
四
十
人
の
う
ち

二
十
人
位
が
働
き
に
出
て
い
て
調
査

人
員
は
二
百
二
十
人
位
で
あ
っ
た
。

　
焼
野
は
十
一
戸
（
う
ち
商
業
一
戸
）

人
口
六
十
人
位
で
出
働
き
は
少
な
か

っ
た
。

　
大
正
九
年
の
県
人
口
は
、
百
七
十

七
万
六
千
四
百
七
十
四
人
、
十
日
町

市
は
、
三
万
三
千
八
百
八
十
六
人
、

大
正
十
四
年
に
は
、
県
人
口
、
百
八

十
四
万
九
千
八
百
七
人
、
十
a
町
市

は
、
三
万
五
千
三
百
七
十
二
人
で
あ

っ
た
。

　
当
時
は
、
調
査
だ
と
い
う
と
税
金

の
取
り
立
て
に
利
用
さ
れ
る
と
思
っ

て
、
説
明
会
を
開
い
て
も
わ
か
っ
て

も
ら
え
ず
、
同
じ
家
に
四
回
も
五
回

も
足
を
運
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
も
う
六
十
年
近
く
も
昔
の
こ
と
に

な
っ
た
。
（
魚
之
缶
川
　
大
津
茂
八
）
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v『隅一恥階｝一㌦A四一網一
●
秋
季
特
別
展
開
催
に
あ
た
っ
て

　
今
年
は
、
六
〇
年
に
一
回
の
庚
申
（
か
の
え
さ
る
）
年

に
あ
た
り
、
各
地
で
庚
申
さ
ま
の
お
祭
り
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
庚
申
さ
ま
は
、
オ
カ
ネ
サ
マ
、
オ
コ
シ
ン
サ

マ
な
ど
と
呼
ば
れ
、
豊
作
の
神
様
、
商
売
繁
昌
の
神
様
な

ど
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
生
活
と
深
い
か
か
わ

り
を
も
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
博
物
館
で
は
、
秋
季
特
別
展
と
し
て
、
こ
の

庚
申
さ
ま
と
そ
の
信
仰
を
取
り
上
げ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
、
妻
有
の
民
間
信
仰
の
一
端
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
庚
申
さ
ま
の
信
仰
は
、
数
多
い
民

間
信
仰
の
中
で
も
全
国
的
な
広
が
り

を
も
つ
も
の
で
、
沖
縄
を
の
ぞ
い
て

全
都
道
府
県
に
分
布
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

今
年
、
当
地
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
六

十
年
一
度
の
開
眼
供
養
の
行
事
は
一

般
的
で
は
な
く
、
新
潟
県
や
長
野
県

な
ど
、
わ
ず
か
な
地
域
に
限
ら
れ
て

い
て
、
新
潟
県
内
で
も
三
魚
沼
や
頸

城
地
方
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
庚
申
信
仰
が
ど
う
し
て
は
じ
ま
っ

た
か
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
論

議
が
あ
り
ま
す
が
、
道
教
の
教
え
で

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
し

あ
る
、
人
間
の
体
内
に
三
月
と
言
う

三
匹
の
虫
が
居
て
、
庚
申
の
夜
に
人

が
眠
る
と
抜
け
出
し
て
天
に
の
ぼ
り

天
帝
に
そ
の
人
の
罪
業
を
告
げ
口
し

て
、
い
の
ち
を
縮
め
る
．
そ
こ
で
、

そ
の
夜
は
眠
ら
ず
に
夜
明
け
を
待
つ

の
だ
、
と
い
う
三
月
説
が
有
力
の
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
民
間
に

伝
わ
る
た
め
に
は
、
日
本
古
来
の
日

待
ち
や
月
待
ち
の
よ
う
な
「
夜
ご
も

り
」
の
風
習
と
結
び
つ
い
た
こ
と
も

事
実
で
し
ょ
う
．
そ
の
後
、
宗
教
、

殊
に
修
験
者
の
影
響
を
受
け
て
祭
神

と
し
て
の
青
面
金
剛
童
子
と
そ
れ
に

附
随
し
た
宗
教
儀
礼
が
伝
え
ら
れ
、

ま
た
神
道
で
は
、
庚
申
さ
ま
は
本
来

猿
田
彦
こ
そ
本
当
な
の
だ
と
説
く
よ

う
に
な
り
、
各
地
に
庚
申
講
が
結
集

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
民
間
に
広
ま
っ
た
庚
申
さ
ま
は
、

厚
い
信
仰
の
対
象
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
と
と
も
に
民
衆
は
、
自
分

達
の
社
会
生
活
を
守
る
た
め
の
相
互

規
制
や
潤
滑
を
は
か
る
た
め
に
も
役

立
て
る
こ
と
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

☆
右
上
青
面
金
剛
石
像

☆
左
上
掛
軸
青
面
金
剛
像

☆
右
掘
り
出
さ
れ
た
六
十
年
前
の
酒

庚
申
講
に
は
、
信
仰
の
一
面
に
飲
食

を
伴
う
娯
楽
性
が
あ
り
、
信
仰
と
い

う
理
由
で
専
制
的
な
社
会
体
制
の
中

で
仲
間
が
集
ま
っ
て
歓
談
で
き
る
自

由
な
場
が
得
ら
れ
た
の
で
し
た
。
講

の
夜
に
は
「
他
人
の
悪
口
を
言
っ
て

も
長
起
き
し
ろ
．
」
な
ど
は
、
そ
う

し
た
目
で
見
る
と
微
妙
な
、
民
衆
の

知
恵
を
感
じ
ま
す
．

　
沢
山
あ
っ
た
庚
申
講
の
ほ
と
ん
ど

が
、
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
中
で
の
今

年
の
供
養
行
事
が
む
ら
を
挙
げ
て
の

お
祭
り
と
し
て
各
地
で
行
わ
れ
、
多

く
の
人
達
の
共
感
を
得
た
の
は
、
単

に
信
仰
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
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第13回
　
第
十
三
回
市
美
術
展
が
十
日
か
ら

十
二
日
の
三
日
間
、
市
民
会
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
一
一
七
人
、
二
三
四
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、
五
日
に
行

わ
れ
た
審
査
会
で
は
、
作
品
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
に
四
人
の
審
査
員
が
賞
讃

の
言
葉
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〔
第
一
部
日
本
画
〕

■
市
展
賞
　
　
「
樹
華
簗
光
」
庭
野
政

義
（
本
町
七
－
一
）

■
奨
励
賞
　
　
「
雪
季
の
詩
」
二
瓶
虎

太
郎
（
昭
和
町
三
）
　
　
「
蓮
」
中
条

久
三
夫
（
大
島
村
）

■
佳
作
賞
　
　
「
月
夜
喋
舞
」
柳
安
寿

（
高
島
）
　
　
「
夜
明
前
」
樋
口
一
孝

（
池
沢
）

〔
第
二
部
　
洋
画
〕

■
市
展
賞
　
　
「
牧
場
風
景
」
村
山
逢

雄
（
池
之
平
）

■
奨
励
賞
　
　
「
鈴
虫
の
鳴
」
佐
藤
雄

二
（
妻
有
町
西
一
）
　
　
「
母
と
子
」

春
日
敏
夫
（
川
西
町
）
「
新
雪
の
朝
」

村
山
邦
好
（
田
川
町
三
）

■
佳
作
賞
　
　
「
雪
国
の
春
」
玉
村
三

郎
（
妻
有
町
西
一
）
　
「
ら
く
が
き
」

田
中
善
男
（
四
日
町
二
）
　
　
「
街
8
0

i
I
」
林
英
二
郎
（
小
千
谷
市
）

　
「
沼
地
め
一
こ
ま
」
大
島
活
行
（
小

千
谷
市
）
　
　
「
角
間
の
家
」
久
保
田

保
夫
（
新
水
）
　
　
「
寂
」
角
山
正
（
下

条
一
丁
目
）
　
「
山
粧
う
」
阿
部
貞

子
（
本
町
六
ー
一
）
　
　
「
行
く
秋
」

南
雲
進
（
川
治
上
町
）
　
　
「
豊
穣
」

関
口
こ
う
じ
（
土
市
緑
町
）
　
　
「
黄

昏
の
イ
タ
リ
ア
」
上
村
和
美
（
新
座

第
一
）
　
「
あ
る
日
老
人
の
見
た
も

の
は
」
小
宮
山
雅
志
（
島
）
　
　
「
昼

さ
が
り
」
小
林
勝
明
（
稲
荷
町
二
北
）

〔
第
三
部
　
新
し
い
美
術
〕

■
市
展
賞
　
　
「
糸
の
泉
」
富
沢
正
夫

（
中
条
旭
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
M
」
滝
沢
洋
三
郎
（
本

町
山
）
　
「
ぺ
ー
パ
ー
ド
レ
ス
」
野

村
重
義
（
千
歳
町
こ

■
佳
作
賞
　
　
「
き
ら
め
き
」
青
少
年

ホ
ー
ム
花
道
部
（
学
校
町
）
　
　
「
あ

あ
（
初
め
て
の
茶
会
）
」
羽
鳥
新
吉

（
川
治
）

〔
第
四
部
　
彫
塑
〕

■
市
展
賞
　
　
「
青
年
の
首
」
根
津
憲

一
（
田
川
町
三
）

贋
奨
励
賞
　
　
「
母
子
」
小
川
義
一
（
中

条
島
）

■
佳
作
賞
　
　
「
き
よ
み
」
桑
原
晴
一

（
新
座
第
二
）

〔
第
五
部
　
工
芸
〕

■
市
展
賞
　
　
「
マ
ッ
ト
伊
羅
保
花
入
」

桑
原
晴
一
（
新
座
第
二
）

□
奨
励
賞
　
　
「
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
ー

80

㈲
」
佐
藤
一
久
（
中
条
八
幡
）

「
親
子
」
宮
入
ヒ
デ
子
（
宮
下
町
西
）

「
鉢
」
柳
一
夫
（
高
島
）

■
佳
作
賞
　
　
「
初
雪
」
山
口
芳
一
（
泉

町
）
　
　
「
少
女
」
滝
沢
芳
子
（
本
町

一
）
　
　
「
花
入
れ
」
萱
森
真
美
（
高

田
町
一
）
　
　
「
花
器
（
板
づ
く
り
）
」

片
桐
静
子
（
中
条
下
町
）
　
　
「
夏
」

樋
熊
龍
松
（
中
条
島
）

工芸の部市展賞の桑原晴一さんと作品

〔
第
六
部
　
書
道
〕

■
市
展
賞
　
　
「
早
発
白
帝
城
」
島
田

鉄
夫
（
川
治
下
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
七
言
律
詩
」
阿
部
妙

子
（
北
新
田
三
）
　
　
「
七
言
絶
句
（
山

亭
夏
目
）
」
高
橋
正
平
（
妻
有
町
東

一
）
　
　
「
和
歌
」
藤
ノ
木
水
硯
（
中

里
村
）

■
佳
作
賞
　
　
「
蘇
較
詩
」
村
山
五
三

郎
（
田
川
町
一
）
　
「
七
言
律
詩
」

宮
静
子
（
丸
山
町
）
　
　
「
和
歌
一
首
」

塩
川
貞
子
（
稲
荷
町
一
）
　
　
「
王
維

の
詩
」
飯
塚
節
（
宮
下
町
西
）
　
　
「
高

適
詩
」
野
上
秋
雲
（
袋
町
）

〔
第
七
部
　
写
真
〕

■
市
展
賞
　
　
「
老
夫
婦
」
生
越
久
雄

（
原
）

■
奨
励
賞
　
　
「
ク
レ
パ
ス
」
大
関
義

男
（
西
浦
町
）
　
　
「
小
さ
な
吐
息
」

恩
田
昌
美
（
津
南
町
）
　
　
「
少
女
」

樋
口
俊
久
（
中
里
村
）

■
佳
作
賞
　
　
「
光
の
中
に
」
高
田
米

蔵
（
四
日
町
第
四
）
　
「
夏
祭
り
」

大
津
熊
夫
（
西
本
町
一
）
　
　
「
プ
・

ム
ナ
ー
ド
」
村
山
栄
一
（
津
南
町
）

「
南
風
（
み
な
み
か
ぜ
）
」
せ
き
ぐ

ち
か
ず
あ
き
（
塩
沢
町
）
　
　
「
午
前

O
時
」
斉
藤
久
治
（
塩
沢
町
）

妻有街道歩け歩け大会を開催

　
“
昔
、
妻
有
の
里
か
ら
三
国
峠
へ

越
え
た
道
－
…
そ
の
歴
史
を
探
り
な

が
ら
、
み
ん
な
で
歩
こ
う
！
”

　
六
箇
地
区
体
協
、
公
民
館
で
は
次

の
要
領
に
よ
り
「
妻
有
街
道
歩
け
歩

け
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
．

●
と
き
　
十
一
月
二
日
側
雨
天
中
止

●
コ
ー
ス
　
市
役
所
前
～
栃
窪
峠

●
参
加
費
　
大
人
千
円
、
高
中
学
生

五
百
円
、
以
下
無
料
（
バ
ス
代
、
ソ

バ
・
山
賊
汁
代
含
）
昼
食
は
持
参
．

●
申
込
み
　
十
月
二
十
五
日
出
ま
で

に
市
民
体
育
館
（
奮
七
－
五
二
〇
八

番
）
ま
た
は
六
箇
公
民
館
（
奮
二
ー

三
四
一
八
番
）
へ
。

き
も
の
に
い
の
ち
を

　
見
て
語
り
考
え
る

　
十
日
町
服
飾
専
門
学
校
で
は
、
次

の
日
程
に
よ
り
、
壷
装
束
、
小
袖
の

紹
介
と
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
申
込
、
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町

服
飾
専
門
学
校
へ
（
B
二
－
二
七
七

五
番
）
。
ー
整
理
券
五
百
円
1

★
と
き
　
十
月
二
十
六
日
㈹

　
　
午
後
一
時
半
～
三
時

★
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

★
講
師
　
　
長
沼
　
静
先
生

　
　
　
　
　
　
（
き
も
の
研
究
家
）

雲
累
咲
き
工
萎
工
－
牽
ー
～
髪

が
‘
妻
§
い
塗
き
き
壷
妻
ま
が
象
多

灘導窃時　　、　　　纏雲場

蕩漏麓織・灘蕊．、
撫測麟獅歯齢ルγ、、，誤、、☆一
繋黒雛騰爽鮮ソプラ！》自

碧醸購纏鍛鴛早驚騒編
　　．霧、揮難熱蟹灘轍嫉撫臨坊・躰の縫オペラ

麹、縷難欝際響銘警
　　　灘馨駕繍携轡轡艀蕎鳴巌鱒蝋て囑
　　　．鷺融謙翻嚇熱攣も綿零の擁で贈をはじ夢
　　　犠麟譲静ケ藤難蝋誘愛．穆猟乳して第嘉

雛覇繋鑑驚1
藩鰹・　　　藏蕃蟹り女心あうた撮か　　　・・　驚、

灘器盤灘瞬犠畿認欝日無支骸
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”
省
エ
ネ
切
手
”
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
重
要

性
の
認
識
と
省
エ
ネ
ル
ギ
i
意
識
高

揚
を
は
か
る
た
め
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
切

手
の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
制
限
な
し

●
応
募
作
品
ω
内
容
…
…
省
エ
ネ
を

テ
ー
マ
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

図
用
紙
の
大
き
さ
…
…
一
九
五
㎜
×

一
七
六
㎜
の
大
き
さ
と
し
、
厚
さ
一

㎜
の
台
紙
に
は
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
描
写
寸
法
は
一
三
五
㎜
×
一
一
一

㎜
と
し
周
囲
を
五
㎜
の
緑
ま
た
は
青

色
の
枠
で
囲
む
（
点
数
制
限
な
し
）

●
送
り
先
　
〒
一
〇
五
東
京
都
港
区

西
新
橋
二
－
一
二
九
i
三
　
S
V
A
X

西
新
橋
ビ
ル
　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
「
切
手
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
係
」

●
表
彰
　
特
賞
一
点
（
三
十
万
円
）

郵
政
大
臣
賞
一
点
（
三
十
万
円
）
ほ
か

猫
懸
澱
薮
黄
饗
難
燃
無
灘

　
文
化
の
秋
を
い
ろ
ど
る
第
六
回
市

民
芸
能
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
秋
の
一
夜
を
、
・
ご
家
族
、
職
場
の

仲
間
と
お
さ
そ
い
わ
わ
せ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

●
会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
無
料
で
す
。

●
主
催
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
8
七
ー
五
〇
一
一
番
）

公民館
分館めぐり④

　
十
日
町
地
区
に
は
、

管
」
「
江
道
、
「
島
」

｛
ま
す
．

　
　
1
ー
大
池
分
館

　
　
●
分
館
長
　
　
渡
辺

　
　
●
分
館
主
事
　
竹
内

十日町地区
「
大
池
」
「
赤

の
四
分
館
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
彦

　
大
池
分
館
は
大
池
小
学
校
に
併
設

㎞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
五
年
に
九
十
人
も
い
た

期　日 発　　表 発　書　団　体

●美野里会　　　　与

10月17日 唄と踊りと三味 ●中条多賀仙会

（金） ●あけぽの会

夜7時～ のタベ ●三糸会

●藤原会

●雪割草
10月31日 フォーク＆ロッ ●青少年ホーム・ギタークラブ
　（金）

夜7時～ クin十日町
●夢想郷

●シグナルファイァー

●婦人会民踊部
　9
11月7日 郷土芸能と民踊 ●寿　　会

（金） ●一葉会

夜7時～ のタベ ●高栄会

●飛渡民踊愛好会

●寿雪の会

11月12日 剣詩舞と民踊の
●粋吟会剣舞部

●美雪会
（水）

●扇踊会
夜7時～ 祭典 ●喜泉会十日町支部

●北新田民踊クラブ

●十日町民謡研究会
11月21日 ●鐙坂扇踊会
　（金）

夜7時～

唄と踊，りの宴
●十日町多賀仙会

●初美会

11月29日
　（土）

吹奏楽

r明　日」
卿　　　　　一　　　　　囎　　　　卿　　　　一　　　　四　　　　聯

●十日町高校吹奏楽部

●十日町高校演劇ク弓ブ
騨　　　　圃　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　麟　　　　扁　　　　騨

学生の部昼

　2時～
一般の部夜

「他人の関係」

「彦市ばなし」

●十日町青年学級演劇コース

●演親会

6時30分～ 「割れたお面」 ●＋目町演劇研究会

多数のご来場をお待ちしています。十日町市公民館（87－5011番）

大
池
小
学
校
の
児
童
数
が
過
疎
化
に

伴
い
減
少
し
つ
づ
け
、
こ
の
ま
ま
で

行
け
ば
、
昭
和
六
十
年
度
に
は
児
童

が
い
な
く
な
る
と
い
う
予
想
も
さ
れ

て
い
ま
す
．
世
帯
数
も
減
少
し
、
現

在
は
、
大
池
十
三
世
帯
、
菅
沼
五
世

大池分館（大池小学校内）

帯
、
津
池
十
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
分
館
長
を
中
心
に
、
分
館
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
　
4
過
疎
”
と

　
”
雪
”
と
の
戦
い
の
中
で
、
地
域
と

｛
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い

酒
ろ
ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
の

叢
穫
が
終
．
た
頃
に
、
講
習
会
や
調

魎
講
習
会
、
ペ
ン
習
字
の
勉
強
会
な

｛
ど
も
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　
　
分
館
を
中
心
に
地
域
一
体
と
な
っ

酒
た
行
事
の
お
手
伝
い
な
ど
を
通
し
て
、

藁
羅
備
上
に
つ
と
め

　
　
1
赤
倉
分
館
－

　
　
赤
倉
分
館
は
、
大
池
小
学
校
赤
倉

｛
分
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
　
●
分
館
長
　
　
庭
野
　
正
春

｛
　
●
分
館
主
事
　
前
田
　
龍
也

　
　
美
佐
島
地
区
の
一
番
山
奥
、
市
街

｝
地
か
ら
約
九
キ
・
離
れ
た
赤
倉
部
落

幽
は
、
現
在
二
十
八
世
帯
、
百
三
十
五

人
の
小
部
落
で
す
．
昭
和
三
十
年
と

比
較
す
る
と
、
世
帯
数
、
人
口
と
も

ち
ょ
う
ど
半
分
に
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
地

域
の
連
帯
意
識
の
ま
と
ま
り
の
良
さ

を
見
い
出
し
、
部
落
の
寄
り
ど
こ
ろ

と
し
て
分
館
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

婦
人
会
と
共
催
し
て
の
敬
老
会
や
、

各
種
講
習
会
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
池
、
赤
倉
分
館
区
を
中
心
に
し

た
文
集
「
美
佐
島
の
お
か
あ
さ
ん
」

は
、
昭
和
三
十
九
年
以
来
、
十
七
号

を
数
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

赤倉“民踊講習会”

　
お
か
あ
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
“
つ

ぶ
や
き
〃
が
、
地
域
の
問
題
点
で

も
あ
る
訳
で
す
か
、
こ
の
文
集
活
動

が
、
美
佐
島
地
区
発
展
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
し
、
ひ
と
つ
の
目
的

に
向
っ
て
進
ん
で
い
く
仲
間
意
識
を

み
ん
な
で
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
く
参
考
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
江
道
分
館

　
新
装
な
っ
た
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

内
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
●
分
館
長
　
　
庭
野
　
又
司

　
●
分
館
主
事
　
庭
野
　
猛
夫

　
公
民
館
本
館
に
近
い
せ
い
も
あ
り
｛

継
続
講
座
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
城
一

内
の
各
種
グ
ル
ー
プ
、
団
体
の
活
動
｝

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

江道分館
（集落開発センター内）

　
　
　
　
島
　
分
館

　
島
中
央
会
館
内
に
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
●
分
館
長
　
　
庭
野
　
肇

　
●
分
館
主
事
　
平
野
　
晶
子

　
月
一
回
、
婦
人
の
つ
ど
い
を
も
ち

地
域
課
題
や
子
ど
も
の
こ
と
等
、
い

ろ
ん
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

島分館
“子どもの非行化防止懇談会”

婦
人
会
や
、
保
健
所
、
農
業
改
良
普
｛

及
所
な
ど
と
共
催
し
て
の
各
種
講
煮

会
、
教
養
教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
“

ま
す
。



内
博
o
o
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第13回
　
第
十
三
回
市
美
術
展
が
十
日
か
ら

十
二
日
の
三
日
間
、
市
民
会
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
一
一
七
人
、
二
三
四
点

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
が
、
五
日
に
行

わ
れ
た
審
査
会
で
は
、
作
品
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
に
四
人
の
審
査
員
が
賞
讃

の
言
葉
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

〔
第
一
部
日
本
画
〕

■
市
展
賞
　
　
「
樹
華
簗
光
」
庭
野
政

義
（
本
町
七
－
一
）

■
奨
励
賞
　
　
「
雪
季
の
詩
」
二
瓶
虎

太
郎
（
昭
和
町
三
）
　
　
「
蓮
」
中
条

久
三
夫
（
大
島
村
）

■
佳
作
賞
　
　
「
月
夜
喋
舞
」
柳
安
寿

（
高
島
）
　
　
「
夜
明
前
」
樋
口
一
孝

（
池
沢
）

〔
第
二
部
　
洋
画
〕

■
市
展
賞
　
　
「
牧
場
風
景
」
村
山
逢

雄
（
池
之
平
）

■
奨
励
賞
　
　
「
鈴
虫
の
鳴
」
佐
藤
雄

二
（
妻
有
町
西
一
）
　
　
「
母
と
子
」

春
日
敏
夫
（
川
西
町
）
「
新
雪
の
朝
」

村
山
邦
好
（
田
川
町
三
）

■
佳
作
賞
　
　
「
雪
国
の
春
」
玉
村
三

郎
（
妻
有
町
西
一
）
　
「
ら
く
が
き
」

田
中
善
男
（
四
日
町
二
）
　
　
「
街
8
0

i
I
」
林
英
二
郎
（
小
千
谷
市
）

　
「
沼
地
め
一
こ
ま
」
大
島
活
行
（
小

千
谷
市
）
　
　
「
角
間
の
家
」
久
保
田

保
夫
（
新
水
）
　
　
「
寂
」
角
山
正
（
下

条
一
丁
目
）
　
「
山
粧
う
」
阿
部
貞

子
（
本
町
六
ー
一
）
　
　
「
行
く
秋
」

南
雲
進
（
川
治
上
町
）
　
　
「
豊
穣
」

関
口
こ
う
じ
（
土
市
緑
町
）
　
　
「
黄

昏
の
イ
タ
リ
ア
」
上
村
和
美
（
新
座

第
一
）
　
「
あ
る
日
老
人
の
見
た
も

の
は
」
小
宮
山
雅
志
（
島
）
　
　
「
昼

さ
が
り
」
小
林
勝
明
（
稲
荷
町
二
北
）

〔
第
三
部
　
新
し
い
美
術
〕

■
市
展
賞
　
　
「
糸
の
泉
」
富
沢
正
夫

（
中
条
旭
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
M
」
滝
沢
洋
三
郎
（
本

町
山
）
　
「
ぺ
ー
パ
ー
ド
レ
ス
」
野

村
重
義
（
千
歳
町
こ

■
佳
作
賞
　
　
「
き
ら
め
き
」
青
少
年

ホ
ー
ム
花
道
部
（
学
校
町
）
　
　
「
あ

あ
（
初
め
て
の
茶
会
）
」
羽
鳥
新
吉

（
川
治
）

〔
第
四
部
　
彫
塑
〕

■
市
展
賞
　
　
「
青
年
の
首
」
根
津
憲

一
（
田
川
町
三
）

贋
奨
励
賞
　
　
「
母
子
」
小
川
義
一
（
中

条
島
）

■
佳
作
賞
　
　
「
き
よ
み
」
桑
原
晴
一

（
新
座
第
二
）

〔
第
五
部
　
工
芸
〕

■
市
展
賞
　
　
「
マ
ッ
ト
伊
羅
保
花
入
」

桑
原
晴
一
（
新
座
第
二
）

□
奨
励
賞
　
　
「
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
ー

80

㈲
」
佐
藤
一
久
（
中
条
八
幡
）

「
親
子
」
宮
入
ヒ
デ
子
（
宮
下
町
西
）

「
鉢
」
柳
一
夫
（
高
島
）

■
佳
作
賞
　
　
「
初
雪
」
山
口
芳
一
（
泉

町
）
　
　
「
少
女
」
滝
沢
芳
子
（
本
町

一
）
　
　
「
花
入
れ
」
萱
森
真
美
（
高

田
町
一
）
　
　
「
花
器
（
板
づ
く
り
）
」

片
桐
静
子
（
中
条
下
町
）
　
　
「
夏
」

樋
熊
龍
松
（
中
条
島
）

工芸の部市展賞の桑原晴一さんと作品

〔
第
六
部
　
書
道
〕

■
市
展
賞
　
　
「
早
発
白
帝
城
」
島
田

鉄
夫
（
川
治
下
町
）

■
奨
励
賞
　
　
「
七
言
律
詩
」
阿
部
妙

子
（
北
新
田
三
）
　
　
「
七
言
絶
句
（
山

亭
夏
目
）
」
高
橋
正
平
（
妻
有
町
東

一
）
　
　
「
和
歌
」
藤
ノ
木
水
硯
（
中

里
村
）

■
佳
作
賞
　
　
「
蘇
較
詩
」
村
山
五
三

郎
（
田
川
町
一
）
　
「
七
言
律
詩
」

宮
静
子
（
丸
山
町
）
　
　
「
和
歌
一
首
」

塩
川
貞
子
（
稲
荷
町
一
）
　
　
「
王
維

の
詩
」
飯
塚
節
（
宮
下
町
西
）
　
　
「
高

適
詩
」
野
上
秋
雲
（
袋
町
）

〔
第
七
部
　
写
真
〕

■
市
展
賞
　
　
「
老
夫
婦
」
生
越
久
雄

（
原
）

■
奨
励
賞
　
　
「
ク
レ
パ
ス
」
大
関
義

男
（
西
浦
町
）
　
　
「
小
さ
な
吐
息
」

恩
田
昌
美
（
津
南
町
）
　
　
「
少
女
」

樋
口
俊
久
（
中
里
村
）

■
佳
作
賞
　
　
「
光
の
中
に
」
高
田
米

蔵
（
四
日
町
第
四
）
　
「
夏
祭
り
」

大
津
熊
夫
（
西
本
町
一
）
　
　
「
プ
・

ム
ナ
ー
ド
」
村
山
栄
一
（
津
南
町
）

「
南
風
（
み
な
み
か
ぜ
）
」
せ
き
ぐ

ち
か
ず
あ
き
（
塩
沢
町
）
　
　
「
午
前

O
時
」
斉
藤
久
治
（
塩
沢
町
）

妻有街道歩け歩け大会を開催

　
“
昔
、
妻
有
の
里
か
ら
三
国
峠
へ

越
え
た
道
－
…
そ
の
歴
史
を
探
り
な

が
ら
、
み
ん
な
で
歩
こ
う
！
”

　
六
箇
地
区
体
協
、
公
民
館
で
は
次

の
要
領
に
よ
り
「
妻
有
街
道
歩
け
歩

け
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
．

●
と
き
　
十
一
月
二
日
側
雨
天
中
止

●
コ
ー
ス
　
市
役
所
前
～
栃
窪
峠

●
参
加
費
　
大
人
千
円
、
高
中
学
生

五
百
円
、
以
下
無
料
（
バ
ス
代
、
ソ

バ
・
山
賊
汁
代
含
）
昼
食
は
持
参
．

●
申
込
み
　
十
月
二
十
五
日
出
ま
で

に
市
民
体
育
館
（
奮
七
－
五
二
〇
八

番
）
ま
た
は
六
箇
公
民
館
（
奮
二
ー

三
四
一
八
番
）
へ
。

き
も
の
に
い
の
ち
を

　
見
て
語
り
考
え
る

　
十
日
町
服
飾
専
門
学
校
で
は
、
次

の
日
程
に
よ
り
、
壷
装
束
、
小
袖
の

紹
介
と
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
参

加
申
込
、
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町

服
飾
専
門
学
校
へ
（
B
二
－
二
七
七

五
番
）
。
ー
整
理
券
五
百
円
1

★
と
き
　
十
月
二
十
六
日
㈹

　
　
午
後
一
時
半
～
三
時

★
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

★
講
師
　
　
長
沼
　
静
先
生

　
　
　
　
　
　
（
き
も
の
研
究
家
）

雲
累
咲
き
工
萎
工
－
牽
ー
～
髪

が
‘
妻
§
い
塗
き
き
壷
妻
ま
が
象
多

灘導窃時　　、　　　纏雲場

蕩漏麓織・灘蕊．、
撫測麟獅歯齢ルγ、、，誤、、☆一
繋黒雛騰爽鮮ソプラ！》自

碧醸購纏鍛鴛早驚騒編
　　．霧、揮難熱蟹灘轍嫉撫臨坊・躰の縫オペラ

麹、縷難欝際響銘警
　　　灘馨駕繍携轡轡艀蕎鳴巌鱒蝋て囑
　　　．鷺融謙翻嚇熱攣も綿零の擁で贈をはじ夢
　　　犠麟譲静ケ藤難蝋誘愛．穆猟乳して第嘉

雛覇繋鑑驚1
藩鰹・　　　藏蕃蟹り女心あうた撮か　　　・・　驚、

灘器盤灘瞬犠畿認欝日無支骸
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”
省
エ
ネ
切
手
”
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ

ー
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
重
要

性
の
認
識
と
省
エ
ネ
ル
ギ
i
意
識
高

揚
を
は
か
る
た
め
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
切

手
の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
ぎ
の
要
領
で
募

集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
制
限
な
し

●
応
募
作
品
ω
内
容
…
…
省
エ
ネ
を

テ
ー
マ
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。

図
用
紙
の
大
き
さ
…
…
一
九
五
㎜
×

一
七
六
㎜
の
大
き
さ
と
し
、
厚
さ
一

㎜
の
台
紙
に
は
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
描
写
寸
法
は
一
三
五
㎜
×
一
一
一

㎜
と
し
周
囲
を
五
㎜
の
緑
ま
た
は
青

色
の
枠
で
囲
む
（
点
数
制
限
な
し
）

●
送
り
先
　
〒
一
〇
五
東
京
都
港
区

西
新
橋
二
－
一
二
九
i
三
　
S
V
A
X

西
新
橋
ビ
ル
　
財
団
法
人
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
「
切
手
デ
ザ
イ
ン
コ

ン
ク
ー
ル
係
」

●
表
彰
　
特
賞
一
点
（
三
十
万
円
）

郵
政
大
臣
賞
一
点
（
三
十
万
円
）
ほ
か

猫
懸
澱
薮
黄
饗
難
燃
無
灘

　
文
化
の
秋
を
い
ろ
ど
る
第
六
回
市

民
芸
能
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
秋
の
一
夜
を
、
・
ご
家
族
、
職
場
の

仲
間
と
お
さ
そ
い
わ
わ
せ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

●
会
場
市
民
会
館
ホ
ー
ル

●
入
場
料
　
無
料
で
す
。

●
主
催
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
8
七
ー
五
〇
一
一
番
）

公民館
分館めぐり④

　
十
日
町
地
区
に
は
、

管
」
「
江
道
、
「
島
」

｛
ま
す
．

　
　
1
ー
大
池
分
館

　
　
●
分
館
長
　
　
渡
辺

　
　
●
分
館
主
事
　
竹
内

十日町地区
「
大
池
」
「
赤

の
四
分
館
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光
彦

　
大
池
分
館
は
大
池
小
学
校
に
併
設

㎞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
五
年
に
九
十
人
も
い
た

期　日 発　　表 発　書　団　体

●美野里会　　　　与

10月17日 唄と踊りと三味 ●中条多賀仙会

（金） ●あけぽの会

夜7時～ のタベ ●三糸会

●藤原会

●雪割草
10月31日 フォーク＆ロッ ●青少年ホーム・ギタークラブ
　（金）

夜7時～ クin十日町
●夢想郷

●シグナルファイァー

●婦人会民踊部
　9
11月7日 郷土芸能と民踊 ●寿　　会

（金） ●一葉会

夜7時～ のタベ ●高栄会

●飛渡民踊愛好会

●寿雪の会

11月12日 剣詩舞と民踊の
●粋吟会剣舞部

●美雪会
（水）

●扇踊会
夜7時～ 祭典 ●喜泉会十日町支部

●北新田民踊クラブ

●十日町民謡研究会
11月21日 ●鐙坂扇踊会
　（金）

夜7時～

唄と踊，りの宴
●十日町多賀仙会

●初美会

11月29日
　（土）

吹奏楽

r明　日」
卿　　　　　一　　　　　囎　　　　卿　　　　一　　　　四　　　　聯

●十日町高校吹奏楽部

●十日町高校演劇ク弓ブ
騨　　　　圃　　　　一　　　　　一　　　　一　　　一　　　　一　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　麟　　　　扁　　　　騨

学生の部昼

　2時～
一般の部夜

「他人の関係」

「彦市ばなし」

●十日町青年学級演劇コース

●演親会

6時30分～ 「割れたお面」 ●＋目町演劇研究会

多数のご来場をお待ちしています。十日町市公民館（87－5011番）

大
池
小
学
校
の
児
童
数
が
過
疎
化
に

伴
い
減
少
し
つ
づ
け
、
こ
の
ま
ま
で

行
け
ば
、
昭
和
六
十
年
度
に
は
児
童

が
い
な
く
な
る
と
い
う
予
想
も
さ
れ

て
い
ま
す
．
世
帯
数
も
減
少
し
、
現

在
は
、
大
池
十
三
世
帯
、
菅
沼
五
世

大池分館（大池小学校内）

帯
、
津
池
十
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
分
館
長
を
中
心
に
、
分
館
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
が
、
　
4
過
疎
”
と

　
”
雪
”
と
の
戦
い
の
中
で
、
地
域
と

｛
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い

酒
ろ
ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
秋
の

叢
穫
が
終
．
た
頃
に
、
講
習
会
や
調

魎
講
習
会
、
ペ
ン
習
字
の
勉
強
会
な

｛
ど
も
実
施
す
る
計
画
で
す
。

　
　
分
館
を
中
心
に
地
域
一
体
と
な
っ

酒
た
行
事
の
お
手
伝
い
な
ど
を
通
し
て
、

藁
羅
備
上
に
つ
と
め

　
　
1
赤
倉
分
館
－

　
　
赤
倉
分
館
は
、
大
池
小
学
校
赤
倉

｛
分
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
　
●
分
館
長
　
　
庭
野
　
正
春

｛
　
●
分
館
主
事
　
前
田
　
龍
也

　
　
美
佐
島
地
区
の
一
番
山
奥
、
市
街

｝
地
か
ら
約
九
キ
・
離
れ
た
赤
倉
部
落

幽
は
、
現
在
二
十
八
世
帯
、
百
三
十
五

人
の
小
部
落
で
す
．
昭
和
三
十
年
と

比
較
す
る
と
、
世
帯
数
、
人
口
と
も

ち
ょ
う
ど
半
分
に
な
り
ま
し
た
が
、

地
域
に
し
っ
か
り
と
根
を
張
り
、
地

域
の
連
帯
意
識
の
ま
と
ま
り
の
良
さ

を
見
い
出
し
、
部
落
の
寄
り
ど
こ
ろ

と
し
て
分
館
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

婦
人
会
と
共
催
し
て
の
敬
老
会
や
、

各
種
講
習
会
な
ど
も
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
池
、
赤
倉
分
館
区
を
中
心
に
し

た
文
集
「
美
佐
島
の
お
か
あ
さ
ん
」

は
、
昭
和
三
十
九
年
以
来
、
十
七
号

を
数
え
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

赤倉“民踊講習会”

　
お
か
あ
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
“
つ

ぶ
や
き
〃
が
、
地
域
の
問
題
点
で

も
あ
る
訳
で
す
か
、
こ
の
文
集
活
動

が
、
美
佐
島
地
区
発
展
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
し
、
ひ
と
つ
の
目
的

に
向
っ
て
進
ん
で
い
く
仲
間
意
識
を

み
ん
な
で
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
く
参
考
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
江
道
分
館

　
新
装
な
っ
た
集
落
開
発
セ
ン
タ
i

内
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
．

　
●
分
館
長
　
　
庭
野
　
又
司

　
●
分
館
主
事
　
庭
野
　
猛
夫

　
公
民
館
本
館
に
近
い
せ
い
も
あ
り
｛

継
続
講
座
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
城
一

内
の
各
種
グ
ル
ー
プ
、
団
体
の
活
動
｝

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

江道分館
（集落開発センター内）

　
　
　
　
島
　
分
館

　
島
中
央
会
館
内
に
併
設
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
●
分
館
長
　
　
庭
野
　
肇

　
●
分
館
主
事
　
平
野
　
晶
子

　
月
一
回
、
婦
人
の
つ
ど
い
を
も
ち

地
域
課
題
や
子
ど
も
の
こ
と
等
、
い

ろ
ん
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

島分館
“子どもの非行化防止懇談会”

婦
人
会
や
、
保
健
所
、
農
業
改
良
普
｛

及
所
な
ど
と
共
催
し
て
の
各
種
講
煮

会
、
教
養
教
室
な
ど
も
開
催
し
て
い
“

ま
す
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
日
程
表

実
施
地
区

実
　
施
　
月
　
日

受
付
時
間

接
種
会
　
場

一
回
目

二
回
目

川
治
・
八
箇
地
区

10
月
2
4
日
樹

11

月
7
日
團

！
　
－
　
　
　
　
　
入

～
2
時
30
分

川
治
公
貫
館

六
箇
小
学
校
区

10
月
2
7
貝
㈲

11

月
10
日
側

旧
一
！
イ
ー
　
　
4

～
1
時
　
分

六
・
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
、
2
　
1

～
2
時
2
0
分

野
中
小
学
校

飛
｝
小
学
校
区

10

月
28
日
図

H
月
U
日
㈹

z

｛
2

～
2
時
1
0
分

飛
　
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

　
0
乙
　
　
・

～
2
時
40
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

　
2
　
　
V

イ

～
3
時

枯
木
又
分
校

鐙
島
小
学
校
区

10
月
3
0
日
困

11

月
B
日
困

午
嘩
2

～
2
時
2
0
分

鐙
島
小
学
校

真
田
小
学
校
区

　
2
　
　
・

∠

～
3
時

真
田
小
学
校

下
条
小
学
校
区

10

月
31
日
囲

11
月
1
4
日
囲

後
1
～
2
時

分

下
条
公
民
館

東
下
組
小
学
校
区

午
イ
2

～
2
時
0
分Z

東
下
組
小
学
校

川
治
・
八
箇
地
区

H
月
4
日
㈹

11

月
2
1
日
働

｛
1
～
2
時

分

川
治
公
民
館

東
小
学
校
区

午
後
1
・

～
　
　
2

分

東
　
小
　
学
　
校

十
日
町
地
区

H
月
5
日
困

H
月
1
9
日
困

午
後
1
・

～
2
時
つ
分分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

中
条
小
学
校
区

11

月
6
日
㈲

11
月
2
0
日
㈱

z
　
－

～
2
時

分

中
条
公
民
館

吉
田
小
学
校
区

11
月
1
1
日
㈹

11

月
2
5
日
㈹

午
後
1
時

～
1
時
5
0
分

吉
田
小
学
校

名
ケ
山
小
学
校
区

薩
四
魏
分

名
ヶ
山
小
学
校
F

馬
場
小
学
校
区

11

月
1
4
日
働

n
月
％
日
囲

後
1
～
2
時
1
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

　
ワ
θ
　
㌧

∠～
2
時
　
分

珠
　
田
　
分
　
校

十
日
町
地
区

H
月
1
8
日
㈹

12

月
3
日
㈱

　
1
～
2
　
　
分

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

水
沢
小
学
校
区

n
月
2
1
日
囲

12

月
5
日
樹

後
1
・

～
2
時

分

水
沢
出
張
所

｝献血車日程一
ときio月28日／幻
　　看二肖fj1〔）日寺～午二後13日寺

ところ　睦織物㈱

とき1（｝月29口（水1

　　午前10時～午後3時
ところ　占沢織物掬

明日といわず今献血しましょう」

第3種郵便物認可）昭和55年10月10日

　
昭
和
五
十
五
年
度
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
右
記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
、

◎
該
当
者
　
満
3
歳
か
ら
1
5
歳
ま
で
の
人

◎
料
　
金
　
満
3
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
一
回
】
○
○
円
（
接
種
当
艮
持
参
）

◎
受
比
て
は
い
け
な
い
人
　
有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者

　
　
そ
の
他
医
師
が
不
適
と
認
め
た
人

◎
注
意
事
項

　
○
前
β
入
浴
を
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着
の
着
用

　
○
接
種
当
日
は
必
ず
体
温
測
定
（
朝
食
前
）

　
○
母
子
手
帳
、
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に

　
O
間
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

1
」

－
麟
鞭
翻
劇

　
市
で
は
保
育
所
入
所
児
の
欠
員
を

募
集
し
ま
す
、
入
所
希
望
者
は
所
定

の
申
請
書
に
記
入
の
上
、
十
月
二
十

五
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
●
下
条
保
育
所
・
十
日
町
幼
児
園

・
四
日
町
保
育
園
－
…
各
、
、
歳
以
上

児
若
干
名
。

　
申
請
用
紙
及
び
申
し
込
み
、
問
い

合
わ
せ
は
市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉

係
（
盈
七
1
．
、
二
』
番
内
線
二
一

五
）
へ
。

翻
　
　
⑦

　
　
家
　～いかのピカタ（黄金焼）和風・洋風～

　“いか“が安く、おいしい季1節となり主したか、和風

洋風の2種類の黄金焼を紹介し主す。

　　　　　　　＿　　　ロ作り方
　■材料と分量（4人剛）　　　．．＿、

を紹介し‡ミす。

　　ロ作り方
　　〔和風〕

「
　　腹の中を
　　衣分をふ
　　藺表裏と

　　に縦に浦

〔和風〕・州いかlt内蔵趨fiし、

腹の中を柔イ洗って1枚に開き
衣分をふきとる、，

121表裏と≠，庖rで軽くたたく様

に縦に浅く傷を・）ける（柔か、

仕Lげるたダ））

に引さら（二3．5cm1×5cmノ）土乏メゴ丹づ1二

2－3ヵ所浅乱切れ目を入れる、

　1焼いた時、身か縮長ぬ）

14泌かに軽て塩を！3の、両面に

小、受粉をまぶ1’溶き卵にくくし

中温に熱したフライパンに油を
しき両面一を実尭く。

（5〉おろし大根、おろししょうが、

しょうゆをあわせる。

〔洋風〕

（1）和風（3）までは同じ

（2〉塩、こしょう、ノ1・ 麦粉をまふ｛

し粉チーズを、～・りかけ、溶き卵

材　料 分量

〔和風1 †
い　　か 中2はい

塩 少　　　ヤ

小麦粉 適　　寛

溶き卵 1．5～2個

ザラダ油 人さし4

大根おろ1、 適　　冨

お7）し生姜 少　　　々

計
〔洋風〕

塩 少　　々

二しょう 少　　々

小麦粉 適　　宜

粉チーズ 〃

〔刻み一セリ

。溶き卵

少　　々

1．5～2個

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
L
町
俄
若
衆
連
中
　
一
万
四
干

二
百
六
卜
、
、
円
　
▼
旬
、
真
栄
社
六

千
四
百
八
わ
五
円
　
▼
鉢
真
生
会

．
．
。
万
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
V

千
円
　
▼
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
↑
日
町
市
農
協
、
卜
日
町
農
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
　
　
痔
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
』
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
」
　
　
‡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
く
度
一
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
量
う
多
つ
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
べ
油

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
鋤

N
認
鱒
鵠
睡
巽
賦
認
睡
謁
閥
認
瞬
圓
”
鯛
調
網
認
岡
認
岡
調
ー
認
闘
認
圓
”
岡
網
”
”
”
謎
岡
認
岡
認
岡
誕
閥
”
～
レ
・
一
岡
圓
認
鯛
調
図
昌
圓
”
”
國
認
圓
岡

　
福
祉
会
館
、
自
衛
隊
新
潟
県
隊
友
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
十
日
町
支
部
（
父
兄
会
）
　
五
万
五

　
r
円
－
…
チ
ャ
リ
、
丁
イ
益
金
　
　
　
　
　
▼
十
月
ニ
レ
．
．
、
日
困
　
午
前
九
時

リ
ウ
マ
チ
患
者
の
皆
様
ヘ

　
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
十
日
町
分
会
で

は
つ
ぎ
の
日
程
に
よ
り
、
秋
の
親
睦
会

を
開
催
し
ま
す
．
当
日
は
春
の
総
会

で
の
講
演
会
の
内
容
を
ま
と
め
た
小

　
交
通
遺
児
へ

　
▼
モ
ス
バ
…
ガ
ー
お
客
［
同

．
干
七
百
五
十
七
円

　
香
典
返
し

　
▼
阿
部
信
夫
　
　
　
　
．
．
．
）

万
円

．
㍍

冊
子
を
出
席
の
方
々
に
お
渡
し
い
た

し
ま
す
の
で
多
数
の
参
加
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
十
月
十
二
日
圓
午
前
十
時

●
場
所
　
四
ッ
宮
荘
（
昼
食
は
用
意

い
た
し
ま
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
今
月
の
納
税

＠
、勲
灘

㊥
．
7

セ
繍
｛

雛
尾

卜

醐調鳶．、

葡∫驚競
團
－
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
モ、

　
　
　
　
　
　
　
　
h

　
　
　
　
　
　
　
　
、
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

㊥

鶴ド
5
窟
6
そ
る
げ
い

歯
ま
須
官
い
多
と

f
⑥

　
　
つ
』

験
赫
匝

ぢ
よ
　
　
、

（
齢
塵
銀
勧
難
、
騒

橿蟻
　　擁薯脚

・
納
期
限
十
月
三
十
一

日

～
午
後
．
．
一
時
ま
’
㌣
、
　
為
永
、
山
根
、

仙
之
山
、
平
、
漉
野
、
二
子
、
願
入
、

塩
野
　
▼
十
月
二
十
四
口
囲
　
午
前

九
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
新
光
寺

　
　
　
づ
ヒ
ガ
2

0
「
雪
の
克
服
と
利
用
」
を
テ
ー
－
マ

に
市
民
と
語
る
日
ゲ
池
σ
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
の
克
服
を
ラ
イ
フ
ワ
ー

ケ
に
し
、
滑
雪
屋
根
に
取
り
組
ん
で

い
る
阿
部
恵
一
さ
ん
．
柳
式
屋
根
融

雪
方
法
を
開
発
し
た
柳
雄
一
さ
ん
。

・
圭
り
合
理
的
な
流
雪
溝
の
ア
イ
デ
ア

を
出
さ
れ
た
太
田
玄
さ
ん
な
ど
多
彩

な
提
一
一
、
、
・
か
な
さ
れ
ま
し
た
。
僑
ー
の
克

服
と
利
用
は
、
市
の
最
も
基
本
的
な

課
題
て
・
す
。
そ
の
た
め
に
、
市
と
市

民
が
、
お
互
い
に
知
恵
を
出
し
あ
っ

た
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

利言さ合法阿しは民雪　～　山1奪＋晶1　一 コツ 　　　（2臨・こしょう・小麦粉をまぶ

羅㌶戴澱禦1総藩麟llll
桑㌶讐驚褒縄篇せ1，客1灘1，入、，た時．、1催糠岩耀
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な克彩ア。融で薩マ　　前へ’時　　良い．（駅㈲酬二環）などにして娘い，
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灘

臨
，

六箇森林公園武　道　館
十　日　町　公　園真田野球場（鉢）

県道斜1腓（停〉線改良下水道終末処理場

川治小学　校保健センター
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